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新地町告示第２６号

平成３０年第５回新地町議会定例会を次のとおり招集する。

平成３０年８月２０日

新地町長 加 藤 憲 郎

１ 期 日 平成３０年９月３日

２ 場 所 新地町議会議事堂
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１２名）

１番 齋 藤 充 明 議員 ２番 吉 田 博 議員

３番 三 宅 信 幸 議員 ４番 寺 島 浩 文 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 八 巻 孝 議員

７番 目 黒 靜 雄 議員 ８番 森 一 馬 議員

９番 鈴 木 利 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 遠 藤 満 議員 １２番 菊 地 正 文 議員

不応招議員（なし）



第 ５ 回 定 例 町 議 会

（第 １ 号）
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平成３０年第５回新地町議会定例会

議 事 日 程 （第１号）

平成３０年９月３日（月曜日）午前１０時開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸般の報告

第 ４ 請願・陳情の報告

第 ５ 常任委員会所管事務調査等の報告

第 ６ 議案の報告上程

第 ７ 提案者の説明

第 ８ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて

（平成３０年度新地町一般会計補正予算（第２号 ））

第 ９ 諮問第１０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第１０ 議案第５６号 新地町教育委員会委員の任命について

第１１ 議案第７１号 平成２９年度新地町一般会計歳入歳出決算認定について

議案第７２号 平成２９年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第７３号 平成２９年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第７４号 平成２９年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第７５号 平成２９年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第７６号 平成２９年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第７７号 平成２９年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて
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出席議員（１２名）

１番 齋 藤 充 明 議員 ２番 吉 田 博 議員

３番 三 宅 信 幸 議員 ４番 寺 島 浩 文 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 八 巻 孝 議員

７番 目 黒 靜 雄 議員 ８番 森 一 馬 議員

９番 鈴 木 利 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 遠 藤 満 議員 １２番 菊 地 正 文 議員

欠席議員（なし）

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

町 長 加 藤 憲 郎

副 町 長 佐 藤 清 孝

教 育 長 佐 々 木 孝 司

総 務 課 長 兼 岡 崎 利 光会 計 管 理 者

復興推進課長 小 野 好 生

企画振興課長 泉 田 晴 平

税 務 課 長 目 黒 佳 子

町 民 課 長 大 堀 勝 文

健康福祉課長 小 野 和 彦

農林水産課長
兼農業委員会 八 巻 隆
事 務 局 長

建 設 課 長 岡 田 健 一

都市計画課長 加 藤 伸 二

教育総務課長 佐 藤 茂 文

代表監査委員 荒 和 雄

職務のための議場出席者

事 務 局 長 佐 藤 武 志

書 記 持 舘 香 織

書 記 佐 藤 大 樹
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午前１０時００分 開 会

◎開会の宣告

〇 ただいまから平成30年第５回新地町議会定例会を開会いたします。菊地正文議長

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。菊地正文議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎議事日程の報告

〇 次に、本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。菊地正文議長

◎会議録署名議員の指名

〇 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。菊地正文議長

会議録署名議員は会議規則第127条の規定によって、

４番 寺 島 浩 文 議員及び

５番 八 巻 秀 行 議員

を指名いたします。

◎会期の決定

〇 日程第２、会期の決定の件を議題とします。菊地正文議長

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会で慎重に審査の結果、本日から９月13日まで

の11日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、本定例会の会期は本日から９月13日までの11日間に決定しました。

◎諸般の報告

〇 日程第３、諸般の報告については事務局長から報告させます。菊地正文議長

佐藤武志事務局長。

〇 それでは、ご報告申し上げます。佐藤武志事務局長

初めに、議会閉会中の動向につきましては、諸般の報告その２として、印刷してお手元に配付を

いたしております。

次に、監査の結果の受理でありますが、一般会計及び特別会計の例月出納検査が平成29年度５月

平成３０年９月定例会



- 6 -

分及び平成30年度５月分、６月分、７月分並びに定期監査の実施結果の報告がありましたので、印

刷してお手元に配付をいたしております。

次に、町長より提出されました議案の受理でありますが、報告第１号及び諮問第10号並びに議案

第56号から議案第77号までの24件が提出をされております。

また、平成29年度新地町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてが提出されておりま

すので、お手元に配付をいたしております。

次に、一般質問の通告の受理でありますが、寺島浩文議員、井上和文議員の２名の議員から４件

の通告がありましたので、これらは執行機関に送付をいたしております。

以上であります。

◎請願・陳情の報告

〇 日程第４、請願・陳情の報告を行います。菊地正文議長

今期定例会までに受理した請願は３件で、請願第１号 学校給食費の無料化を求める請願、請願

第２号 県に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出についての請願及び請願第３号 国

に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出についての請願は、いずれも別紙請願審査付託

表のとおり総務文教常任委員会に付託いたしましたので、報告します。

次に、陳情について報告します。今回受理した陳情は１件で、陳情第４号 国の「被災児童生徒

就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出を求める陳情に

ついても、別紙陳情審査付託表のとおり総務文教常任委員会に付託しましたので、報告します。

次に、要望書について報告します。今回受理した要望書の件数は１件で、原相善地区内町道舗装

工事要望の件については、印刷してお手元に配付しております。

◎常任委員会所管事務調査等の報告

〇 日程第５、常任委員会所管事務調査等の報告については、総務文教、産業厚生の各菊地正文議長

常任委員会委員長から所管事務調査の報告書が提出されております。

また、産業厚生常任委員会委員長から行政視察研修の報告書が提出されておりますので、印刷し

てお手元に配付をいたしております。

◎議案の報告上程

〇 日程第６、議案の報告上程については、町長から提出された報告第１号及び諮問第菊地正文議長

10号及び議案第56号から議案第77号までの24件を上程します。

◎提案者の説明

平成３０年９月定例会
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平成３０年９月定例会

〇 日程第７、町長に提案理由の説明を求めます。菊地正文議長

加藤憲郎町長。

〔加藤憲郎町長登壇〕

〇 本日ここに、平成30年第５回新地町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の加藤憲郎町長

皆様には、お忙しい中、ご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。

さて、本定例会には、別添付議事件でお示しをいたしましたとおり、専決処分の承認を求めるこ

とについてなど、24件の議案についてご提案いたしております。

、 、 、議案の説明に先立ち 去る８月26日に執行されました新地町長選挙では ２人の立候補者があり

町民から支持を得て、めでたくご当選されました大堀武氏に心からお祝いを申し上げます。

選挙の投票率は77.4パーセントではありましたが、町民の町政に対する関心の高さや震災復興へ

の歩みは多くの町民が望んでいるところであり、これからの町政運営に生かしていただきたいとご

期待を申し上げる次第であります。

続きまして、行政の報告を申し上げます。

初めに、総務課関係につきましては、８月５日に第41回となる「福島県消防操法相馬地方大会」

が相馬市・長友グラウンドで開催され、ポンプ車操法の部に第１分団第１部菅谷班が、小型ポンプ

。 、操法の部に第２分団第４部杉目班がそれぞれ出場しました ポンプ車操法では菅谷班が見事優勝し

小型ポンプの杉目班が第４位と健闘いたしました。優勝した菅谷班は、８月26日に福島県消防学校

で行われました「第41回福島県消防操法大会」で第３位入賞と大健闘し、福島県及び福島県消防協

会より表彰状が授与されたところであります。町予選会からこれまで訓練に励んでこられました選

手や指導いただいた消防団幹部、そして応援いただきました多くの皆さんに敬意を表するものであ

ります。

次に、復興推進課関係について申し上げます。

沿岸部で進めております釣師防災緑地整備事業につきましては、盛土や園路などの土木工事と、

管理棟やトイレなどの建築工事を進めております。また、８月４日の「やるしかねぇベ祭」では、

復興ブースを出店し、防災緑地や旧釣師地区の町並みジオラマを展示し、町内外からの来場者に施

設内容や震災アーカイブとして紹介したところです。

被災者支援総合交付金のコミュニティ形成事業では、和紙を使ったランプシェードやアートクロ

ックなどのものづくりを岡地区、作田地区、雁小屋地区で実施しました。今後は大戸浜地区での事

業を予定しており、引き続き被災者のコミュニティー形成支援を行ってまいります。

次に、企画振興課関係について申し上げます。

東日本大震災以降、商工会青年部などが中心となって開催しております「第８回 やるしかねぇ

べ祭」は、８月４日に音楽ライブや花火大会などのイベントが行われ、過去最高の４万8,000人の

来場者で賑わいました。祭りでは、震災復興に関する協定を締結している明治大学から40名を超え
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平成３０年９月定例会

る学生が、地元新地高校からは30名の生徒がボランティアスタッフとして参加し、祭りを盛り上げ

ていただきました。

企業関係では、神奈川県横浜市に本社を置く軽仮設機材レンタル業の「株式会社杉孝」が新地南

工業団地Ｂ地区に立地することで、７月27日に「企業立地に関する基本協定書」を締結したところ

であり、新たな雇用の創出と地域経済の活性化に寄与するものと期待するものであります。

次に、町民課関係について申し上げます。

７月は社会を明るくする運動の強調月間となっており、７月２日には関係団体の参加による広報

活動出発式を行い、町内商店前での街頭活動と広報車による広報活動を行いました。

７月16日から25日まで、子どもと高齢者の交通事故防止を運動の基本に「夏の交通事故防止県民

総ぐるみ運動」を展開し、交通事故防止の啓発活動に努めました。また、７月13日の「交通安全出

動式」では、新地小学校６年生の演舞や新地保育所年長児によるお遊戯が披露されました。

次に、健康福祉課関係について申し上げます。

高齢者が地域で安心して暮らし続けるため、７月25日に保健センターで「こんな支え合いがあっ

たらいいね」と題した勉強会を開催したところ、約40名の参加者がありました。この勉強会では、

「おすそ分け」や「ごみ出し」などの話で、改めて声かけによる近所づき合いの大切さを確認した

ところであります。地域の皆さんがともに支え合える活動を引き続き進めてまいりたいと考えてお

ります。

介護予防事業につきましては 「いきいき100歳体操」に取り組む自主グループの支援を行ってお、

り、現在21地区24箇所で約420名が参加し、交流と体力づくりに励んでおります。11月には、各グ

ループの交流会を予定しており、実行委員会を立ち上げ、準備を進めているところであります。

次に、農林水産課関係について申し上げます。

６月10日に行われました「第69回 全国植樹祭」は、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、南相馬市

を大会会場として開催されました。植樹祭では、震災以降の国内外からの支援に対する感謝の気持

ちと復興に向かって歩み続ける福島の姿が発信されたところであります。

次に、今年度の水稲関係につきましては、８月４日の公表水稲の生育は、出穂期が平年より４日

早まっており、草丈はやや長く、茎数は平年並みからやや多くなっているとの情報が出されたとこ

ろであります。

毎年11月に行っている「新地町復興産業祭り」は、11月11日に開催することが決定しました。多

くの皆様が来場していただける祭りにしていきたいと考えており、関係団体との間で運営協議を進

めております。

食の安全・安心と風評被害対策として実施している自家消費農産物の放射性物質検査は８月末で

35件を実施し、その結果につきましては広報等でお知らせしております。今後も安心・安全を確保

するため引き続き実施してまいります。
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有害鳥獣被害対策に対しましては、農地への侵入防止対策として電気柵の補助７件と、捕獲隊に

よるイノシシ38頭の捕獲を行っております。

次に、建設課関係について申し上げます。

町道整備につきましては、社会資本整備総合交付金事業を活用し、新地インターチェンジ高速バ

スストップ事業や「鴻ノ巣線 「釣師小川線 「富倉赤柴線」を、橋梁事業では長寿命化に向けた」、 」、

補修を進めております。

また、復興交付金事業では防集移転団地からの通学路に歩道を設置する「町道駒ケ嶺新地線と道

孝前狼沢線 、避難道路の「小沢北線」を進めております。」

次に、都市計画課関係について申し上げます。

新地駅周辺市街地復興整備事業につきましては、今年度末の換地処分に向けて区画整理事業の出

来形確認作業と換地計画作業を行っております また 津波復興拠点整備事業については ７月31日。 、 、

に2.4ヘクタールの事業拡大が認可となっており、８月１日には新地駅周辺地区Ａ２区画の事業者

に決定した「株式会社 千葉農産」と協定の締結を行ったところです。

次に、教育総務課関係について申し上げます。

小中学校では、７月21日から８月26日までの夏期休業期間中は、事故もなく 「第２学期」がス、

タートをしております。

夏期休業期間中に行われた福島県中学校体育大会では、９競技に出場し、柔道部団体・個人と卓

球個人で東北大会出場を果たしました。なお、柔道個人の部においては、広島県で開催された全国

大会出場を果たしております。

学習活動では、８月29日に行われた相馬地方英語弁論大会で暗唱の部門第４位の成績を残してお

ります。

基礎学力向上では、中学２年生と３年生を対象に夏期特別講座として、相馬高等学校から講師を

迎え「トライ塾」を５日間開催し、学力向上に努めました。

生涯学習では、次代を担う青少年の健全育成として、７月９日に尚英中学校体育館で「第22回

新地町少年の主張大会」を開催し、小学生６名、中学生３名の皆さんから毎日の生活の中で感じて

いることや考えていること、社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案について、それぞれ

貴重な意見が発表されました。

８月１日から３日間にわたり、北海道伊達市で「姉妹友好都市シニアリーダー研修・交流会」を

開催し、新地高校生５名を含む関係５市町から28名が参加し、交流を深めました。

８月５日には、第71回福島県総合体育大会県民スポーツ大会相双地域大会が新地町と相馬市を会

場に開催され、５競技のうち新地町からは卓球とバドミントンが出場し、相双地域の選手と交流を

深めました。

続きまして、本日提案いたしました議案についてご説明申し上げます。
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報告第１号 専決処分の承認を求めることにつきましては、福島県議会議員補欠選挙（相馬市相

馬郡新地町選挙区）が平成30年９月９日に執行されることから、選挙に関する補正予算は議会を招

集するいとまがないので、地方自治法第179条第１項の規定により、平成30年度新地町一般会計補

正予算（第２号）を専決処分しましたので、同条第３項により報告し、承認を求めるものでありま

す。

次に、諮問第10号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつきましては、人権擁護委員

１名が平成30年９月30日で任期満了となることから、新地町駒ケ嶺字新町42番地、村上勝則氏を引

き続き適任者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求

めるものであります。

次に 議案第56号 新地町教育委員会委員の任命につきましては 教育委員会委員１名が平成30年、 、

９月30日で満了となることから、新地町駒ケ嶺字嘉門50番地、大須賀美穂氏を引き続き適任者とし

て任命したいので、議会の同意を求めるものであります。

次に、議案第57号 新地町税条例等の一部を改正する条例につきましては、地方税法等の一部を

改正する法律の施行に伴い、町民税、固定資産税、たばこ税について所要の改正を行うものであり

ます。

次に、議案第58号 新地町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、所得税法の改正に伴い控除対象配偶者が定義されたことに伴い、所要の改正を行うも

のであります。

次に、議案第59号 駒ケ嶺公民館敷地造成工事請負契約につきましては、移築する公民館敷地の

造成を行うため、８月20日に指名競争入札に付した結果、株式会社千田建設代表取締役、千田喜雄

が7,452万円で落札しましたので、請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号及び

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求めるものであります。

次に、議案第60号 新地駅周辺エネルギーシステム整備工事請負変更契約につきましては、供給

能力の増加による設備費等の変更を行うに当たり、工事請負額7,694万3,520円の増額変更をするた

め、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第61号 字の区域の変更及び画定につきましては、新地駅周辺地区の土地区画整理事

業において、字の区域の変更及び区域の画定による名称を変更するに当たり、地方自治法第260条

第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第62号 町道路線の認定につきましては、道路改良整備を行うに当たり、起点を新地

町駒ケ嶺字原田44番１地先とし、終点を新地町駒ケ嶺字原田30番１地先までとして、延長228.8メ

ートルを新たに町道路線に認定するものであります。
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次に、議案第63号 町道路線の変更については、県道新地停車場釣師線の一部が新地町に管理移

管されることに当たり、町道釣師漁港線の終点を谷地小屋字釣師64番１地先から小川字浜田６番１

地先として、路線延長を213.9メートルから671.1メートルに変更するものであります。

次に、議案第64号 平成30年度新地町一般会計補正予算（第３号）につきましては、歳入歳出そ

れぞれ３億9,550万円を増額し、139億9,100万円とするものであります。

、 、 、歳入補正の主なものとしては 地方交付税が326万5,000円 基金からの繰入金で3,113万9,000円

スマートコミュニティ導入促進事業の諸収入で1,982万円をそれぞれ減額し、社会資本整備総合交

付金などの国庫支出金1,179万5,000円、農業担い手経営革新支援事業などの県支出金1,474万

1,000円、繰越金３億6,215万4,000円、起債借入額6,103万4,000円をそれぞれ増額し、財源措置し

たところであります。

歳出補正では、財政調整基金積立金が１億8,520万円、公共施設電気設備改修費459万円、スポー

ツ施設備品購入費508万8,000円、電子行政費860万円、保育所テラス改修費1,583万1,000円、農業

担い手経営革新支援事業1,000万円、社会資本整備総合交付金事業3,561万円、復興基金などへの積

立金4,053万2,000円、複合商業施設周辺外構工事2,650万円、福田地区住宅団地整備事業3,461万

5,000円が主な増額となっており、公共下水道事業への繰出金762万2,000円を減額計上しておりま

す。

、 （ ） 、次に 議案第65号 平成30年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第２号 につきましては

歳入歳出それぞれ406万円を追加し、10億7,427万4,000円とするものであります。

歳入補正としましては 一般会計繰入金で115万5,000円 前年度決算による繰越金で290万5,000円、 、

を増額計上しております。

歳出補正としましては、人件費が115万5,000円、国保基金積立金に290万5,000円を増額補正する

ものであります。

なお、本補正予算は、国民健康保険事業の運営に関する協議会の答申を受けて、ご提案いたして

おります。

次に、議案第66号 平成30年度新地町介護保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳

、 。入歳出それぞれ3,057万円を追加し 歳入歳出それぞれ９億5,773万9,000円とするものであります

歳入補正としましては、前年度決算による繰越金の増額です。

歳出補正としては、基金積立金が1,228万円、前年度国・県等歳入還付金で1,829万円をそれぞれ

増額補正するものであります。

なお、本補正予算は、介護保険運営協議会の答申を受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第67号 平成30年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、

歳入歳出それぞれ25万9,000円を追加し、歳入歳出それぞれ１億6,791万2,000円とするものであり

ます。
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歳入補正としましては、前年度決算による繰越金で、歳出補正では同額25万9,000円を後期高齢

者医療広域連合納付金に増額補正するものであります。

次に、議案第68号 平成30年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、歳入歳出それぞれ3,383万6,000円を追加し、歳入歳出それぞれ２億7,333万6,000円とするもの

であります。

歳入補正としましては、前年度決算による繰越金で4,145万8,000円を増額し、一般会計からの繰

入金を762万2,000円を減額する補正予算を計上しております。

歳出補正では、人件費で257万8,000円を、維持費のポンプ修繕費などで3,125万8,000円を増額補

正するものであります。

次に、議案第69号 平成30年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、歳入歳出それぞれ341万5,000円を追加し、歳入歳出それぞれ5,731万5,000円とするものであ

ります。

歳入補正としましては、前年度決算による繰越金で、歳出補正では下水枡設置などで83万

2,000円、維持費ではポンプや制御盤修繕費で258万3,000円を増額補正するものであります。

次に、議案第70号 平成30年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、歳入歳出それぞれ60万5,000円を追加し、歳入歳出それぞれ5,514万5,000円とするも

のであります。

歳入補正としましては、前年度決算による繰越金で、歳出補正では同額60万5,000円を予備費に

増額補正するものであります。

次に、議案第71号から議案第77号までの７議案につきましては、平成29年度新地町一般会計及び

各特別会計の決算認定議案であります。各会計決算につきましては、監査委員からの審査意見書並

びに主要な施策の成果説明書でお示しをしておりますので、概要のみについて申し上げます。

なお、財政健全化法による健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、全ての指標で基準

内の比率となっております。

初めに、議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定につきましては、歳入決算額

94億9,927万8,000円、歳出決算額90億5,339万3,000円で、歳入歳出差引額は４億4,588万5,000円で

すが、繰越明許費及び事故繰越額が８億3,187万2,000円で、翌年度への繰越財源が7,540万3,000円

となっており、実質収支額は３億7,048万2,000円となっております。

歳入は、前年度より36億4,724万9,000円が減少しております。

主なものでは、町税が7,025万3,000円、県支出金で８億4,127万9,000円、受託事業などの諸収入

で２億3,021万9,000円が増額となっていますが、震災復興特別交付税で４億1,720万9,000円、国庫

支出金で７億1,186万1,000円、基金からの繰入金35億2,102万6,000円などが減となっております。

歳出は、前年度より37億41万5,000円が減少しており、主なものでは積立金で４億5,430万
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6,000円、普通建設費で36億4,944万8,000円が減少となっております。

主な事業としては、新地町スマートコミュニティ構築、海釣り公園改築事業、森林再生事業、社

会資本整備事業の道路建設、東日本大震災からの復興事業に伴う釣師浜漁港荷捌き施設建設、復興

道路、定住促進住宅整備事業、新地駅周辺整備事業、新地駅前泉源掘削、防災緑地事業を、復旧事

業では除染事業による除染土仮置場復旧事業や駒ケ嶺用排水路整備事業、新地駅東側の農地・農業

用施設災害復旧事業を実施しました。また、教育部門では、次世代学校支援モデル構築事業や駒ケ

嶺公民館建設に係る用地取得や調査設計、民生部門では少子高齢化に対応した医療、保健、福祉の

充実と安全・安心な魅力あるまちづくりに向けた事業に取り組んでまいりました。

次に、議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につきましては、

歳入決算額12億6,570万9,000円、歳出決算額11億5,280万4,000円で、歳入歳出差引残額は１億

1,290万5,000円となりました。

前年度と比較して、歳入では繰越金が増加しましたが、保険税や国・県支出金、共同事業交付金

などが減となっています。歳出では、基金積立金、国・県等への償還金が増額となりましたが、保

険給付費、協働事業拠出金が大きく減少となっております。

次に、議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につきましては、歳入

決算額で８億1,268万円6,000円 歳出決算額が７億8,211万5,000円で 歳入歳出差引残額は3,057万、 、

1,000円となっています。

前年度と比較した歳入では、保険料、支払基金交付金、県支出金及び一般会計からの繰入金が増

加しましたが、国庫支出金、繰越金が減少となっております。歳出では、総務費、施設介護サービ

ス費、高額介護サービス費、地域支援事業が増加となり、居宅介護サービス費が減少となっており

ます。

、 、次に 議案第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につきましては

歳入決算額で１億6,306万4,000円、歳出決算額が１億6,280万4,000円で、歳入歳出差引残額は26万

円となっています。

前年度と比較した歳入は、保険料は増加しましたが、一般会計からの繰入金の保険基盤安定分が

減少となっております。歳出では、広域連合納付金、保健事業がともに減少となりました。

、 、次に 議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につきましては

歳入決算額で２億5,918万7,000円、歳出決算額が２億1,672万9,000円で、歳入歳出差引残額は

4,245万8,000円となっています。

前年度と比較した歳入は、新地駅前区画整理事業による分担金及び負担金、下水道使用料は増加

となりましたが、繰越金や県事業の受託事業収益が大幅な減少を見ております。歳出は、総務費、

維持費、公債費は増加となりましたが、施設整備工事費が減となっています。

次に、議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につきまして
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は、歳入決算額が6,674万3,000円、歳出決算額は6,282万8,000円で、歳入歳出差引残額は391万

5,000円となりました。

前年度と比較した歳入は、一般会計繰入金が増加で、下水道使用料、繰越金、県事業受託事業収

益が減少しており、歳出では下水道管工事費等は減となりましたが、設備等の維持費が増加となっ

ています。

次に、議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定につき

ましては、歳入決算額が３億7,016万4,000円、歳出決算額は３億1,661万9,000円で、歳入歳出差引

残額は5,354万5,000円となっております。

前年度と比較した歳入は、繰越金は減少となりましたが、町債が増加となっております。歳出で

は、工業団地造成工事費及び町債の元利償還金が増加となっております。

以上、提出いたしました議案について、ご説明申し上げましたので、よろしくご審議の上、御議

決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。

〇 提案理由の説明が終わりました。菊地正文議長

ここで暫時休憩をいたします。

午前１０時４２分 休 憩

午前１１時１５分 再 開

〇 再開いたします。菊地正文議長

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎報告第１号の質疑、討論、採決

〇 日程第８、報告第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから報告第１号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、報告第１号 専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認すること
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に決定しました。

◎諮問第１０号の質疑、採決

〇 日程第９、諮問第10号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議菊地正文議長

題とします。

本件について意見を求めます。ありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 意見がなければ、適任と認めて答申したいと思います。ご異議ありませんか。菊地正文議長

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、諮問第10号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、適任と認め

て答申することに決定いたしました。

◎議案第５６号の質疑、採決

〇 日程第10、議案第56号 新地町教育委員会委員の任命についてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから議案第56号についてを採決いたします。

この採決は無記名投票によって行います。

議場の出入り口を閉鎖させます。

〔議場閉鎖〕

〇 ただいまの出席議員数は、議長を除いて11名であります。菊地正文議長

次に、立会人を指名します。会議規則第32条第２項の規定によって、立会人に６番、八巻孝議員

及び７番、目黒靜雄議員を指名いたします。

投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

〇 念のため申し上げます。本案に同意することについて賛成の方は賛成と、反対の方菊地正文議長

は反対と記載願います。

投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 配付漏れなしと認めます。菊地正文議長

投票箱を点検させます。
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〔投票箱点検〕

〇 異状なしと認めます。菊地正文議長

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次投票を願います。

〔投 票〕

〇 投票漏れはありませんか。菊地正文議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 投票漏れなしと認めます。菊地正文議長

投票を終わります。

開票を行います。６番、八巻孝議員、７番、目黒靜雄議員の開票立ち会いをお願いします。

〔開 票〕

〇 投票の結果を報告します。菊地正文議長

投票総数 １１票

有効投票 １１票

無効投票 零票

有効投票のうち

賛 成 １１票

反 対 零票

以上のとおり全員賛成であります。

したがって、議案第56号 新地町教育委員会委員の任命については、同意することに決定しまし

た。

議場の出入り口を開きます。

〔議場開鎖〕

〇 本日、平成29年度の決算審査報告のため、荒和雄代表監査委員に出席を求めており菊地正文議長

ます。

入室のため、暫時休憩をいたします。

午前１１時２８分 休 憩

午前１１時２９分 再 開

〇 再開します。菊地正文議長

休憩前に引き続き会議を開きます。
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◎監査委員の報告、質疑

〇 日程第11、議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定について、議菊地正文議長

案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第73号 平成

29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第74号 平成29年度新地町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について、議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について、議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決

算認定についての７件を一括議題とします。

ここで決算に対する監査委員の審査意見について説明を求めます。

荒和雄代表監査委員。

〔荒 和雄代表監査委員登壇〕

〇 おはようございます。私からは、平成29年度新地町一般会計及び特別会計荒 和雄代表監査委員

歳入歳出決算並びに基金運用状況等の審査結果及び財政健全化等の審査意見を一部朗読をもってご

報告申し上げます。

初めに、平成29年度新地町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況等の審査結果

については、地方自治法第233条第２項及び同法第241条第５項の規定により審査に付され、その事

業の執行状況及び内容等について審査した結果、次のとおり意見をつけて報告いたします。

審査の対象は、平成29年度新地町一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高

齢者医療特別会計、公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、新地南工業団地整備事

業特別会計の７会計の歳入歳出決算、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び基金運用状況

について、本年８月２日から４日間にわたり、役場委員会室で審査を実施しました。

、 、 、次に 審査の基本方針ですが 町長から提出された各会計歳入歳出決算書及び附属書類について

、 、 、 、計数の正確性を検証するとともに 各担当課から内容を聴取しながら 予算の執行状況 実質収支

財産の管理及び基金の運用状況が適法性、効率性、有効性に基づいて適正に履行されているかを主

眼として、定期監査及び例月出納検査等の結果も考慮し、審査を行いました。

、 、審査の結果については 一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書並びに実質収支等の関係書類は

法令の規定に準拠して作成され、計数も正確であると認めました。

財産に関する調書については、公有財産、債権及び基金の計数はいずれも正確であると認めまし

た。

基金の運用状況については、基金設置の目的に沿って適正に運用されており、計数も正確である

と認めました。

工事・委託業務について抽出により書類を審査した結果、関係法令に基づき執行されたものと認

めました。
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次に、審査意見として、次の事項については留意されるよう要望いたします。

歳入については、町税全体で7,025万3,000円の増加となっており、そのうち固定資産税において

は6,242万8,000円の増額となりました。これは、相馬共同火力発電所などの償却資産の増加が主な

要因となっています。

、 、収納状況につきましては 現年課税分が99.5パーセントと前年と同様の高い徴収率となっており

滞納繰り越し分は47.6パーセントで、前年度と比較すると改善方向に向かっています。

町税は、町財政の根幹をなすものであり、税の公平、平等と財源確保の観点から、引き続き納税

意識の啓発及び徴収率の向上と滞納額の縮減になお一層の努力を期待するものであります。

２年後には東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。オリンピックイヤーとなる平成

32年は復興創生期間の最終年度でもあります。新地町の復旧、復興は住宅再建や農地復旧など着実

に進んでおり、平成30年度には新地駅周辺にエネルギーセンターや交流センター、ホテル、温浴施

設、複合商業施設などが着工され、まさに復興創生期間の総仕上げの段階に入りました。被災地が

復興した姿を全世界に発信できるよう、各セクションとも連携を密にとって業務を遂行していただ

きたいと思います。

次に、予算執行についてですが、復興創生期間の２年目となった平成29年度は、新地駅周辺整備

事業や釣師地区防災緑地公園事業などの事業が進められてきました。しかし、復興事業などに係る

繰越明許額が６億8,000万円、事故繰越額が１億5,000万円、不用額が６億2,000万円と多額になっ

ています。復興関連予算の場合は、国や県との協議の中で時間を要することがあると思いますが、

予算の積算内容を検証し、適切な予算額の計上と計画的な事業管理及び適正な事業執行に努めてい

ただきたい。

また、低価格入札は工事の質の低下や安全管理の不徹底等を招くだけでなく、建設業の発展を阻

害するおそれもあることから、価格だけではなく、技術や品質を含めたもとで健全な競争が行われ

る最低制限価格制度の導入も検討していただきたい。

さらに、復興事業では、多くの業務委託や工事請負の契約が締結されていますが、契約手続には

厳正な公共性が求められるので、今後も公平性、経済性、適正履行の確保を図られるよう努めてい

ただきたい。

次に、基金の運用状況については、基金設置の主旨が充分達成されるよう、常に利用状況を把握

するとともに、適正かつ効率的な運用に努められたい。

結びに、全体を通して、さらに緊張感のある内部統制を強化し、各課とも法令、例規、条例など

に基づく正規取り扱いの徹底と予算の効率的な執行を要望します。

以下、８月７日に審査を行いました工事・委託契約事務関係の抽出一覧表、そして特別会計を含

む各会計の決算状況を取りまとめました。

さらに、各会計ごとの決算状況、実質収支に関する調書、財産に関する調書については、記載の
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とおりですので、ここでの説明は省略させていただきます。

以上で歳入歳出決算関係の報告を終わります。

次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく平成29年度財政健全化等審査意見につ

いてでありますが、同法第３条第１項及び第22条第１項の規定により審査に付された平成29年度決

算における健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類並びに資金不足比率及び

その算定の基礎となる事項を記載した書類を審査した結果、次のとおり意見をつけて報告します。

初めに、審査の概要ですが、町長から提出された健全化判断比率及びその算定基礎事項を記載し

た書類並びに資金不足比率及びその算定基礎事項を記載した書類が適正に作成されているかどうか

を主眼として実施しました。

次に、審査の結果における総合意見ですが、審査に付されました健全化判断比率及びその算定基

礎事項を記載した書類並びに資金不足比率及びその算定基礎事項を記載した書類は、いずれも正確

に作成されているものと認めました。

以下、各比率の区分、早期健全化基準及びこれらに対する比率並びに個別意見については、記載

のとおりですので、説明は省略させていただきます。

最後に、是正、改善を要する事項について、特に指摘すべき事項はありませんでしたが、７月に

発生した西日本豪雨災害では甚大な被害をもたらし、今もなお復旧作業が続いております。東日本

では、あの大震災から８年目を迎えますが、依然として復興関係の事業量は多いと思います。この

ような中で、職員の職場環境や体調管理については充分留意され、２年後の復興創生期間の総仕上

げ、そして第５次新地町総合計画後期計画に基づくまちづくりの達成に努力されることを期待いた

します。

以上で報告を終わります。

〇 代表監査委員の説明が終わりました。菊地正文議長

これより決算審査意見に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

◎決算審査特別委員会設置

〇 お諮りします。菊地正文議長

議案第71号から議案第77号までの平成29年度決算認定７件については、決算審査特別委員会を設

置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第71号から議案第77号までの平成29年度決算認定７件については、決算審査特
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別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。

お諮りします。ただいま設置された決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第

、 。 。６条第４項の規定によって 議長を除く11人の議員を指名したいと思います ご異議ありませんか

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、決算審査特別委員会の委員は、議長を除く11人の議員を選任することに決定しまし

た。

◎決算審査特別委員会正副委員長の選任

〇 次に、決算審査特別委員会の正副委員長の選任についてお諮りします。菊地正文議長

本特別委員会の正副委員長の選任については、議会運営委員会で協議の結果、決算審査特別委員

会委員長に遠藤満議員、同じく副委員長に井上和文議員を指名したいと思います。ご異議ありませ

んか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、決算審査特別委員会委員長に遠藤満議員、同じく副委員長に井上和文議員を選任す

ることに決定しました。

ここで決算審査特別委員会委員長に挨拶を求めます。

遠藤満決算審査特別委員会委員長。

〔遠藤 満決算審査特別委員会委員長登壇〕

〇 ただいま決算審査特別委員会委員長に選任されました遠藤満遠藤 満決算審査特別委員会委員長

です。一言ご挨拶を申し上げます。

平成29年度は、復興創生期間の２年目に入り、地方創生と復興事業の推進を基本とし、新地駅周

辺整備事業や釣師地区防災緑地公園等、各施策を推進してきました。決算審査は、予算が適正に執

行されたかどうかを審査し、その成果を検証するとともに、今後の行政課題の解決や復興事業に反

映させるためにも大変重要なものであると考えています。

決算審査は長丁場になりますが、井上和文副委員長と力を合わせて円滑な運営に努めてまいりま

すので、皆様のご協力をよろしくお願い申し上げ、挨拶といたします。

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全て終了しました。菊地正文議長

本日はこれで散会いたします。

ご苦労さまでした。
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。菊地正文議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎一般質問

〇 日程第１、一般質問を行います。菊地正文議長

、 、 。議会活性化の観点から 今定例会においても 一般質問における一問一答方式の試行を行います

通告順に発言を許します。

４番、寺島浩文議員。

〔４番 寺島浩文議員登壇 （拍手）〕

〇 おはようございます。受け付け順位１番、議席番号４番、寺島浩文でございま４番寺島浩文議員

す。

さて、あの東日本大震災から７年半が過ぎました。震災当時のあの被災状況を見たときに、復興

まで何年かかるのだろうと思いましたが、今年度には残る大型事業、新地駅周辺市街地復興整備事

業による新地駅周辺施設の整備や釣師防災緑地整備事業、海釣り公園整備事業など、事業の復興事

業が進み、ハード面での復興の形が見えてきました。そういった復興事業を目にすることにより、

町民の皆さんも町に賑わいが生まれることを大いに期待していると思います。

さて、その復興の総仕上げに入った今年の６月議会において、加藤町長は復興の道筋をつけるこ

、 、 、とができたので 次の人にバトンタッチするときが来たということで 次の町長選挙には出馬せず

引退することを表明されました。そして、８月26日には町長選挙が行われ、新たな町長も決まりま

した。これで加藤町長も安心してバトンタッチができると思います。加藤町長におかれましては、

４期16年の間新地のまちづくりのため、そして震災後は町の復興のためにまさに粉骨砕身頑張って

こられました。本当にご苦労さまでした。

それでは、通告に従いまして質問に入ります。私も議員になり７年目、一度も休まず一般質問を

行ってきましたが、加藤町長への一般質問はこれで最後になります。

さて、今回の私の一般質問ですが、４期16年を総括してということでお伺いしたいと思います。

私としては、まちづくりで一番重要なことは住みやすく、魅力のある町をつくり、そして町の人口

、 。 、を減らさず 微増でも定住人口をふやしていくことだと思っております 少子高齢化が叫ばれる中

どこの自治体でもこの難題に苦慮しております。しかし、人口を減らしていっては、自治体として

の存続さえ危うくなります。まず、定住人口をふやしていくためには、収入を得る働く場があるこ

と、そのためには企業誘致と地場産業の育成が重要だと思います。そして、交流人口の拡大、何か

しらの形で新地町に足を運んでいただき、この町のよさをわかっていただくことが必要です。それ

平成３０年９月定例会
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から、若い世代の定住者をふやすためには、子育て、教育の充実は欠かせません。そして、最後に

この震災復興です。確かにこの震災により新地町は大きな打撃を受けましたが、新たなまちづくり

のチャンスでもあります。このまちづくりにより、町をさらにレベルアップ、パワーアップしてい

かなくてはいけません。

そういったことから、町長はこの４期16年の町政運営でこういった課題にどう取り組んできたの

か、そしてどう総括されるのかお伺いいたします。

〇 加藤憲郎町長。菊地正文議長

〔加藤憲郎町長登壇〕

〇 ４番、寺島浩文議員のご質問にお答えいたします。加藤憲郎町長

私は、平成14年９月より４期16年の間、町長として新地町を愛し、町政発展のため渾身の力を注

いでまいりましたが、来たる９月25日の任期をもって町長の職を退任させていただくことといたし

ました。したがいまして、今回の定例議会が私の任期最後の議会となるものと考えております。

私の町長としての４期16年の総括についてですが、この間全身全霊を傾け一生懸命、公平無私に

新地町総合計画に基づくまちづくりに努め、町政を担うに当たりましては、町民が主役のまちづく

りを政治基本として、町民の皆さんの幸せを第一に、町民との触れ合いと対話を大切に、わかりや

すく開かれた町政を町民の皆さんとともに進めてまいりました。

私が町長に就任して間もなく、国の三位一体の改革と行財政基盤の確立推進を図る平成の合併と

。 、 、いう時代の転換期がありました この２つの課題に対しては 行財政プランで将来の見通しを定め

、 、最少の経費で最大の効果を上げるという将来の見通しも立ったことから 住民と議論を交えながら

やっぱり新地がいいねと誰もが実感できる、そして新地町は自立の道を歩むとして、相馬市との任

意合併協議会の解散の申し入れを行い、結果今の新地町があると思っております。

子育て関係では、児童の受け入れ態勢の拡充を図るため新地保育所の増改築や保育所同時入所２

人目以降の保育料の無料化と、留守家庭の児童を対象とした放課後児童クラブを各小学校ごとに開

。 、 、設しました その中にあっては 地域子育て支援センターとしての機能を持たせた児童館を建設し

就学前の乳幼児をも対象に子育て支援の拠点整備を図り、子どもを育てやすいまちづくりを構築し

てまいりました。

産業振興と雇用の創出、拡大では、常に優先課題と捉え、積極的に企業誘致や地場産業の育成、

支援に努めてまいりました。これまで一歩一歩前進しながら、産業振興や少子高齢化、教育など時

代の流れを的確に捉えた町政を進め、順調に町政が進んでいく中で、あの東日本大震災が発生しま

した。震災直後は、町民とともにいち早い復旧、復興を誓い、その目的遂行のため不眠不休で尽力

してまいりました。東日本大震災により、町内産業はもとより各種事業が大きな打撃を受けました

が、常磐自動車道の全線開通や相馬福島道路の一部開通、ＪＲ常磐線の再開通、重要港湾相馬港の

交通インフラ整備が行われる中で、新地南工業団地の造成、新地駅周辺市街地復興整備など、各種
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産業のインフラ整備を行い、福島県や関係機関と連携し、相馬ＬＮＧ基地や福島ガス発電など企業

の立地を図り、産業の創出と雇用創出、拡大につなげてまいりました。また、町内事業者には講習

会や交流会を通して各種補助制度や税の優遇制度などを周知しながら、工場の増設や設備投資を促

してまいりました。

、 、 、 、 、交流人口の拡大では 新地町は海 里 山の豊かな自然環境に恵まれており この資源を活用し

、 。 、 、釣師浜海水浴場や海釣り公園 鹿狼山登山道の整備に努めてまいりました また 官民連携のもと

震災直後に総合運動公園を会場として行われたやるしかねぇべ祭りや役場周辺を会場としたふるさ

と産業祭り、鹿狼山においては「日本一早い山開き」をスローガンとした鹿狼山元旦登山など、地

域の魅力を発信するイベントの実施と充実に取り組み、さらに県外での物産イベントでは町のＰＲ

を積極的に行い、交流人口の拡大を図りました。

教育面では、保護者や地域生産者を巻き込んで食の安全や地場産物の使用によるつながる食育の

推進事業を行い、地産地消に努めてまいりました。また、未来をたくましく生きる子どもたちのた

めに、社会を生き抜く力を育てる学習指導、社会的資質を伸ばす生徒指導、充実した家庭学習に向

けた支援として、ＩＣＴを活用した先導的な事業を進め、今では全国各市町村からの視察研修の町

ともなっており、大変喜ばしい限りです。

復興事業では、被災された方のいち早い自立再建を願い、防集団地や災害公営住宅の整備、さら

には新地駅周辺整備として環境未来都市推進事業による新地スマートエネルギー株式会社の設立と

ホテル、温浴施設、さらには駅東側のスマートアグリなどの民間事業者の誘致や交流センター、複

合商業移設、フットサル場、定住促進住宅の建設で、新地駅前周辺の賑わい創出と定住促進を図っ

ております。おかげさまをもちまして、復興の県内のトップランナーと言われるまでに復旧、復興

は進んでいるものと思っております。

私は、この16年間の間に福島県町村会長など数々の要職を務めさせていただき、震災後の新しい

まちづくりを加速してまいりました。今我が国の政治経済は、構造的な転換の時期を迎えようとし

ております。特に福祉や医療、年金といった社会保障制度はどのように進展するのか不透明な状況

となっております。さらに、本格的な少子高齢化の時代の到来、地球的な規模の環境問題など、私

たちの地域社会のあり方や暮らし方そのものに変化が見られ、今後の町政を進めていく中では町民

との対話を大切に事業を進めていく必要があるものと考えております。

私は、歴代町長の新地を愛する政治姿勢を受け継ぎ、その行政手腕を参考としながら多くの課題

に取り組んでまいりました。その間多くの困難もありましたが、その任を全うすることができたの

も議会並びに町民の皆様の温かいご理解とご支援があったからであり、深く感謝をしております。

今後は町民、議会、行政が力を合わせ、住んでよかった、住んでみたいというまちづくりの実現に

向けて新町長に町政を託してまいる所存であります。

以上です。
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〇 ４番、寺島浩文議員。菊地正文議長

〇 ただいま４期16年を総括していただきました。ご苦労も多かったと思います。４番寺島浩文議員

特に震災後の復興まちづくりは大変苦労されたと思います。しかし、町長をはじめ、町職員や多く

の関係者の努力により、復興事業もあと一、二年で完成すると思います。ただ、加藤町長が常々申

しておりますように、まちづくりはこれで終わりということはありません。今後もさまざまな課題

が出てきます。新町長、職員にはしっかり引き継いでいただき、そういった課題に対応していただ

きたいと思っております。

、 、 。それでは 最後になりますけれども 加藤町長もまちづくりには強い思い入れがあると思います

バトンタッチする次の町長や町職員の方々に対して望むこと、期待することがあればご答弁をいた

だいて、私の質問を終了いたします。

加藤町長、４期16年の間本当にご苦労さまでした。

〇 加藤憲郎町長。菊地正文議長

〇 再質問にお答えしたいと思います。加藤憲郎町長

次の新町長に望むことというお話ありましたけれども、震災以降町の復興事業も本当に議会の皆

さん方が後押しをしてくれました。そして、職員も汗を流し、知恵を出し合って、何よりも町民の

皆さんがご協力いただいたと、そのおかげでここまで復興も進んでいるなというふうに思っていま

す。そして、今４番議員からもありました、まちづくりはどこで完成ということはありません。私

たちの子どもたち、孫たちがこの町に住み続ける限り、常にまちづくりの課題というのは時代とと

もにまた新しく生まれてきます。そういう新しい課題に議会の皆さん、そして町民の皆さん方と常

に対話を交わし、次の世代へ積極的なまちづくりに取り組んでくれる、そういう思いを新町長に託

していきたいと考えております。

〇 これで４番、寺島浩文議員の一般質問を終わります。菊地正文議長

10番、井上和文議員。

〔10番 井上和文議員登壇 （拍手）〕

〇 質問に先立ち、６日未明に起きた北海道胆振地方を震源とする最大震度７の地10番井上和文議員

震で亡くなられた方、被災を受けた方々に対し、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。

北海道地震は、全道的な停電が徐々に解消され、交通機関の運行も再開されつつあるものの、被

災地で断水が続くなどライフラインの安定にはほど遠く、避難所に身を寄せる被災者は多発する余

震で安まるときがありません。東日本大震災と原発事故から７年半を迎えた私たちも当時を思い出

し、胸が潰れる思いですが、この夏大きな地震、記録的豪雨、強力台風の上陸が相次いだことは、

災害多発国日本の厳しい現実を改めて私たちに突きつけています。災害級の猛暑もありました。日

本は、わかっているだけでも約2,000の活断層があると言われているようであります。被災者支援

はもとより、災害に立ち向かう抜本的対応について党派を超えて議論し、英知を集め、あらゆる災
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害に備え、被害を広げないための役割を果たす、災害多発国に生きる私たちが政治の責任をしっか

りかみしめて、皆さんとともに取り組んでいくことを表明しながら質問に入りたいと思います。

第１に、地域公共交通の充実についてお伺いをいたします。少子高齢化の中、モータリゼーショ

ンの進展により路線バスの廃止、撤退が進み、住民の足を守るということで地域の公共交通政策が

重要性を増し、全国各地で公共交通の取り組みが進んでいるようであります。2014年、地域公共交

通の活性化及び再生に関する法律が改正され、第２条の１では地域公共交通は「地域住民の日常生

活若しくは社会生活における移動又は観光旅客その他の当該地域を来訪する者の移動のための交通

手段として利用される公共交通機関という」とうたっております。新地町では、路線バスの廃止を

受け、16年度に新地町のりあいタクシーしんちゃんＧＯを発足させました。乗車人数は、平成18年

の年間２万9,465人、さらに１日当たり120.3人をピークに緩やかに減少しておりますが、昨年29年

度は年間２万130人、１日当たり82.5人と、毎日約80人前後が利用しているようでございます。た

だ、決算委員会でも議論があり、６月議会でも高齢者問題の中でしんちゃんＧＯの話も出たわけで

すが、利用年代は90代が13パーセント、80代45パーセント、70代20パーセント、60代13パーセント

というように、60代以上で91パーセントを占めます。利用者の中には 「土日も走らせてほしい」、

とか「受け付け時間をもう少し延ばしてもらえないか」等々の切実な声も言われております。活性

化再生法第１条では 「地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保、活力ある都市活動の実、

現、観光その他の地域間の交流の促進並びに交通に係る環境への負荷の低減」をうたっております

が、しんちゃんＧＯの時間延長や充実についてどのようにお考えなのか、ご所見をお聞かせくださ

い。

、 。 、 、次に ＪＲ・民間タクシーとの連携についてお伺いをいたします ＪＲが開通し 駅前にホテル

温浴施設、エネルギーセンター、交流センター、複合商業施設、海岸沿いには防災緑地公園、釣り

公園、そして海水浴場と、町の賑わいをつくる計画が進んでおります。ただ、この間「新地駅にＪ

」 。 、Ｒを利用しておりてもそこからの移動手段がない という声が多く聞かれます 駅にはバス乗り場

タクシー乗り場のスペースが整備されているにもかかわらず、新地駅から大変な思いで歩いたとの

話も伺いました。ＪＲと民間タクシーの連携で課題解決を急がなければなりません。ご所見をお聞

かせください。

次に、商工会に委託運営しているわけでありますが、どのくらいの経済効果があったのかについ

てお尋ねをいたします。商工会の29年度事業報告書を見ると、震災による本県の避難者は、本年３

月時点で県内外への避難も含め約５万人弱であり、原発事故の汚染水問題や風評被害は根深く、本

県産業に今もなお大きなダメージを与えており、当商工会では震災と原発事故による被災会員事業

者の再生、再建の支援事業を積極的に実施し、さまざまな課題解決に全力で取り組んでいると述べ

ております。商工会の総会員数は28年度200で、30年度210を目標としていますが、経済センサスを

もとにした県の統計では、小売業で新地町の年間商品販売高が平成19年度が26億3,600万円、震災
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、 。 、後の平成24年度21億2,800万円となっており 約５億円ほど落ち込んでおります ５年ごとですが

29年度はまだ出ておりません。しんちゃんＧＯは、３月11日の震災後、３月20日に一部運行を開始

し、３月１カ月の利用者は304名、４月12日に通常運行を開始、避難者は無料、４月26日仮設入居

が始まるとともに、入居者が無料、これを次年度の３月30日まで仮設入居者の無料運行を行ったよ

うでございます。まさに地域とともに地域公共交通がある事例であります。このようにしんちゃん

ＧＯ事業を進めてきておりますが、地域活性化、商業活性にどのようにつながっているのか、町と

してどのように見ているのか、ご所見をお聞かせください。

次に、今後の方向についてお伺いをいたします。まちづくりが進む中で、時代とともに行く先、

曜日、時間帯など、高齢者等々の行動も変化をし、また免許返納も進んでいることから、公共交通

の地域への要請も高まってきております。今後とも持続的に発展できるように利用者、事業者、ま

ちづくり、住宅全体の配置状況を見ながら公共交通網を見直し、その維持方策を確立することが求

められています。大事なのは、実際に現場で動く担い手の確保や総合調整でありましょう。地域公

共交通の必要性とみんなで担うことの重要性を認識し、連携して行動することによって、よりよい

ものを形成していくことが望まれますが、今後の方向についてご所見をお聞かせください。

大きな質問の２つ目は、保育所の建てかえ問題についてであります。今年度新地保育所始まって

以来初めて14人の待機児童が出て、マスコミにも発表され、大きな衝撃と議論がございました。特

にゼロ歳児の待機児童解消のため、当初予算570万円で福田保育所に調乳室を増設する予定でした

が、設計者と協議をしたところ耐震に問題があり、先般の全員協議会で新地保育所の会議室を利用

。 、 、して対応したいとの説明もあったわけでございます ここで 全ての保育所の建築年度を見ますと

福田保育所は昭和55年建築で鉄骨づくり、38年が経過、新地保育所は昭和56年建築、鉄筋コンクリ

ートづくりで37年経過、駒ケ嶺保育所は昭和59年建築、鉄筋コンクリートづくりで34年が経過をし

ております。それぞれ40年近く経過をしている状況であります。震災もあり、23年から29年度では

福田は約540万円、新地は約1,127万円、駒ケ嶺は約1,001万円の修理費等がかかっておるようであ

ります。子どもを預かる施設のため、保育所は安心、安全が第一なので、築40年近くなってくれば

建てかえ問題も検討する時期に来ているのだろうと思っております。ゼロ歳児の増加も今後見込ま

れるとするならば、今後どのような基本方針をお持ちなのかお聞かせください。

次に、財源、人の配置問題についてお伺いをいたします。2015年の３月24日、参議院の内閣委員

会で総務大臣は 「三位一体の改革に合わせ、地方公共団体がみずからその責任に基づき国庫補助、

金等が一般財源化され、全額が地方負担となっておる現在、公立保育所の施設整備費はこの一般財

源化に係る地方債や社会福祉施設整備事業債の対象にしている。具体的には、従来の国庫補助金の

補助率が２分の１であったことから、事業費のうち50パーセントを一般財源化に係る地方債の対象

とし、その元利償還金を100パーセント地方交付税で措置するとともに、残り50パーセントのうち

80パーセントを社会福祉施設整備事業債の対象とする」と答弁がありました。要するに一般財源は
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残りの50パーセントのうちの20パーセント分ということのようであります。施設の建てかえには財

政計画が必要です。どのようにお考えでしょうか。

また、施設ができてもマンパワーがなければ保育はできません。待機児童を出さないためにも保

育人材の確保は重要です。現状も含め、取り組み方針を明らかにしてください。

最後に、教育行政の充実についてお伺いをいたします。６月18日に発生した大阪府北部を震源と

する地震により、小学校のプールのブロック塀が倒壊し、その塀に挟まれた女子児童が亡くなると

いう事故が発生しました。文科省は、全国の学校に点検を要請し、具体的な安全確保策を検討する

としていますが、建築基準法施行令の基準ができた1971年以前に設置された塀は不適合でも違法と

はみなされず、老朽化で倒壊の危険が高くなっていても対応は所有者に委ねられていて、対策は進

んでいないのが現状のようであります。子どもたちの通学の安全と総点検を行い、その対応をどう

するのかについてお伺いをいたします。

次に、就学援助・入学準備金の前倒し支給についてお伺いをいたします。全ての子どもが安心し

て勉強できるよう、所得の少ない世帯に学用品費等を支給する就学援助制度は、学校教育法19条の

規定により市町村において適切に実施されなければならないとされていますが、新入学の学用品費

の支給が入学後支給では全く意味がありません。今回３月31日の文科省の通知を見ますと、新入学

の学用品費の予算単価の見直し、いわゆる引き上げと入学前の新入学学用品費等の支給を補助対象

、 。 、とする この２点のようであります 新地町の現状では入学後に支給をしているようでありますが

経済的に困難な家庭がランドセルを買ったり、学用品を買うのが大変な負担となります。通知を踏

まえ入学前支給をすべきと思いますが、いかがでしょう。ご所見をお聞かせください。

〇 ここで暫時休憩します。菊地正文議長

午前１０時３３分 休 憩

午前１０時４５分 再 開

〇 再開します。菊地正文議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

加藤憲郎町長。

〔加藤憲郎町長登壇〕

〇 10番、井上和文議員のご質問にお答えいたします。加藤憲郎町長

初めに、地域公共交通の充実についてお答えします。町内の公共交通は、民間が運行しているタ

クシー事業のほか、町商工会が新地町のりあいタクシーしんちゃんＧＯを運行しております。しん

ちゃんＧＯの時間延長運行については、新たな車両の借り上げ料やオペレーター料など多額の費用

が必要と見込まれる中で、延長運行に見合う利用者が確保されるかは厳しいものと考えております

ので、町としては時間延長運行は考えておりません。新たな利用者を開拓するために、整備中の新
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地駅周辺施設の利用者や鉄道利用者の町内移動手段として活用することなど、利用者の視点に立っ

た運行改善を行いながら、これまで以上にみずから交通手段を持たない高齢者等が利用しやすい公

共交通となるよう、しんちゃんＧＯの充実を図りたいと思います。

次に、ＪＲや民間タクシー事業者との連携については、主に駅前からの夜間や休日の交通手段と

して交通空白が生じないよう、関係者と連携を図っていきたいと思います。

、 、 、次に しんちゃんＧＯによる経済効果については 利用料金による直接的な経済効果のほかにも

商店などへの買い物等による経済効果も期待していたところですが、利用者の多くは高齢の通院者

、 。 、ということもあり 商店等への利用は限定的なものとなっております 商工会と議論を深めながら

商店等への利用促進策を検討したいと思います。

今後の方向についてですが、これからも町内の公共交通はしんちゃんＧＯを基本として、タクシ

ー事業者とも連携しながら、町民の身近な公共交通として充実に努めてまいります。

次に、保育所建てかえ問題の基本方針についてお答えします。町内保育所の施設は築後30年が経

過し、維持修繕にかかる経費は今後増加していくものと考えており、本定例会におきましても駒ケ

嶺保育所のテラス改修工事の補正予算を計上したところであります。町では、公共施設等総合管理

計画の中で、建築後30年で大規模改修、60年で建てかえをする、こういう計画の中で公共施設の整

備を考えております。福田保育所については、旧耐震基準によるもので、改築等を行う際の耐震化

が伴ってまいります。今後改修または改築について検討し、対応をしてまいります。町では、平成

31年度に第２期子ども・子育て支援事業計画の策定を目指しておりますが、子育て世代のニーズに

対応した整備を図ってまいります。

、 、 。 、 、次に 財源 人の配置についてお答えいたします 公立保育所の運営費は 国からの普通交付税

利用者の保育料、そして町の一般財源となっています。また、施設整備にかかる費用については、

民間事業者に対する国庫補助金はありますが、公立保育所では平成18年度の国の三位一体の改革に

より、補助制度は廃止となっております。施設整備を行うには、事業費財源を地方債で充て、その

一部が普通交付税に措置されますが、大半が町の一般財源となります。人の配置問題については、

全国的な保育士不足であり、当町においても状況は同じであります。子どもたちの数を見据え、計

画的な保育士の採用に努めてまいります。

３つ目の質問にお答えいたします。通学路の安全と総点検についてお答えします。児童生徒が通

学するための通学路は、安全で安心して通えるものでなければなりませんが、現実には交通安全の

面や防犯の面からも危険な箇所があることは認知をしております。町では、平成27年度より新地町

通学路交通安全プログラムを策定し、国、県の関係機関、警察等の関係者と毎年合同の点検を実施

して、情報の共有、危険箇所の解消に努めております。また、今年度は新潟の事件、大阪北部地震

によるブロック塀の倒壊などに鑑み、既に安全点検を行ったところですが、９月中に防犯面と危険

ブロック塀箇所を含めた緊急合同点検を予定しております。今後とも安全、安心な通学路の確保に
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努めてまいります。

次に、就学援助・入学準備金の前倒し支給についてお答えします。現在町では、要保護及び準要

保護児童生徒就学援助費支給要綱により該当する児童生徒の保護者に対し就学費の援助を行ってお

ります。現在の要綱には、支給対象者が就学している児童生徒の保護者となっているために事前の

支給ができない状態でありますが、援助を必要とする時期に速やかに支給が行えるよう例規の改正

を予定しており、来年度の入学予定者の児童生徒に対しては入学前の適切な時期に援助を実施した

いと、このように考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 それでは、再質問をいたします。10番井上和文議員

地域公共交通、当町ではタクシー、さらにはしんちゃんＧＯで、かつては路線バスがありました

けれども、これもなかなか人が乗らないということで、町の持ち出しということで過疎バスみたい

な形でやっておりましたが、それも行かなくなって、最終的にはしんちゃんＧＯというのを立ち上

げました。当初あの当時、私の記憶では小高のデマンドタクシーを参考にやったという記憶があり

ます。あのころ小高で800万円ぐらいの予算だったのです。これはいいと。当時2,500万円ぐらい町

で福島交通に負担をしておりましたから。そういう話でありましたが、初期投資が私の記憶だと

6,000万円ぐらい当初かかったのです。それでもいざランニングコストを見てみますと、やはり拠

点通過、新地高校生の送り迎えなども含めて公立病院の路線もあるものですから、初年度1,400万

円、次が1,800万円、1,900万円、2,000万円、2,300万円で、現在2,300万円のペースになっている

ようでございます。

それで、質問に先立って国土交通省の地域活性化事例集というのを地域活性化センターという本

でいろいろデマンドとか路線バスのやつ出ているのですが、いろいろ見ますとやはり地域に根差し

た取り組み、だからほかの市町村をモデルにするけれども、やはりそこの町の地域に根差したよう

なやり方でないとうまくいかないということのようです。ですから、前例が参考にならないという

、 。のですかね そのとおりにはできないというようなことがあるのだろうとちょっと見て思いました

今いろいろ議会でも、あるいは商工会の役員会なんかでもいろいろ議論が出るやに伺っております

が、やはり今後どうしていくのかということを見ますと、町のいろんな配置の関係で今答弁の中で

、 、時間延長はやらないけれども いろいろ今後充実していくというような答弁がありましたけれども

やはり利用者のニーズというのですか、確かにちょっと見ると高齢者しか使わないのではないかみ

たいに見えますが、もっといろいろアンケートをとったり、声を聞けばもっと利用したいというよ

うな形がふえてくるのではないかと思っております。

それで、今商工会に委託をしてやっているから、商工会にお任せみたいな形になっておりますけ

れども、やはり町が公共交通ということをうたっている以上、町商工会あるいは業者、あるいは利
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用者、みんなでやはりそのニーズというのですか、そういった状況を深く精査をする必要があるの

だろうと思います。交通対策協議会という会議があるのですか、こういう会議で、運行委員会とは

別に地域公共交通の協議会みたいなのをつくらなくてはならないのかなと私は思っていますが、こ

の辺の取り組み状況はどうなっていますか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 公共交通の関係の協議会でありますが、こちらのほうはもちろん設置をす泉田晴平企画振興課長

るのですけれども、これの開催の要件は公共交通の仕組みが変わったりとか、例えば運行の仕方が

変わったりとか、そういう節目節目で変更があったときに関係する団体、あるいは運行業者も含め

て協議をすることになっておりますので、定期的に年に何回開催するとか、そういうものではござ

いません。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 今町長の答弁、あるいは今までもいろんな議論の中でさまざまな声を集めてよ10番井上和文議員

りよい方向に検討していくといったような話がいろいろ出ておったわけですが、今現在こういった

路線の形で運行していますが、いろんなまちづくりで病院もいろいろ出てきている、それから団地

もできてくる、海岸線という形で施設もできてくる、そういった意味で、駅のそっちにも医療機関

もできましたけれども、路線のことも全体的な検討をやっぱり考えていくべきではないかと。その

前段として、会議でやるのか、あるいは企画サイドでやるのかわかりませんけれども、やはり住民

、 、 。のニーズを調査をすると こういうことも大事なのではないかと思いますが その点いかがですか

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 利用者のニーズの把握、あるいは利用をされない方のニーズの把握も含め泉田晴平企画振興課長

まして、これは町として公共交通の確保、充実を図る上では非常に大事なところだと考えておりま

すので、こちら今しんちゃんＧＯにつきましては商工会、あるいは運行業者を通して意見聴取によ

りニーズ把握は行っておりますが、全体的な公共交通の確保、充実につきましては町がきちっと実

証しなければいけないと考えております。今後、その具体的な実施の仕方、これは検討してまいり

たいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 この市町村公共交通活性化支援事業補助金というのが県で30年６月28日にでき10番井上和文議員

。 、 、 。 、たのです それで 補助対象事業と認められれば 最高750万円の補助が受けられる 事業当たり

実施に当たって助言を受けた専門家への謝礼、タクシー会社等への委託料、運賃助成費用、事業実

施にかかわる旅費、消耗品、燃料費、賃料などの必要経費全般だそうですが、よくよく聞いてみま

すと初年度新規事業ということのようでございます。ただ、今年18年か、18年に申請するなら17年
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度と同じことをやっていると該当にならないけれども、新たな路線展開をするというようなことに

は、その部分については該当になるやに伺いました。ただ、県の予算規模が3,000万円と言ってい

ましたかね。ですから、仮に750万円全額もらえば４町村しか該当にならないわけで、私が調べた

限りでは６町村ぐらい今やっておるようです。１つ、塙町なんかは200万円ぐらいでタクシー800円

以上を補助するみたいな取り組みもやっているようですけれども、これも県なんかといわゆるそう

いった補助メニューのどういったものに該当できるのかということもやっぱりちょっと調整をし

て、調べて、やはり今答弁がありましたように今後の取り組みに生かしてほしいと思うのですが、

いかがですか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 各運行への補助金でありますけれども、今議員がおっしゃったとおり、県泉田晴平企画振興課長

のほうの補助メニューといたしましては、市町村公共交通活性化支援事業補助金というものがあり

ます。こちらは、いわゆるイニシャルコスト、立ち上げのとき、その年度についての補助でありま

して、継続して毎年一定の要件のもとに補助をされるというような制度ではありません。現在の町

で今運行しているしんちゃんＧＯ、こちらについては要件に該当はいたしません。ただ、ほかの補

助金も活用しておりますので、今後とも国の動向、あるいは県の独自の補助金など、こちらのほう

も注視をしながら、あるいは必要なものにつきましては要望なども行いながら財源の確保を図って

いきたいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 そういった中で、時間延長をやるとなかなかコストがかかるからということで10番井上和文議員

、 、はなくて いろんな補助メニューとか全体の流れを見ながら総合的にこの辺の問題についても研究

検討をしていただきたいなと思います。

次に、ＪＲ・民間タクシーとの連携ですが、答弁ではタクシー業者と相談するというような答弁

でしたか、連絡調整をしたいということですが、交通空白がないようにしたいというのはやっぱり

できることなれば待ったなしの課題だと思っています。この問題かなり前から言われておって、特

に東京あたりからお盆とかお正月とか帰省するお年寄りの方々に大変な苦情もいただきました。こ

の辺は、やはり民間タクシーにまずお願いをすると。正式にお願いを依頼したことありますか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 民間のタクシー事業者、町内に１社ございます。こちらのほうとは継続的泉田晴平企画振興課長

に協議をしておりますし、直近では７月19日だったと思いますけれども、今の状況、今後の見通し

等について意見交換をさせていただいたところであります。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長
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〇 どういった回答でしたか。10番井上和文議員

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 中身の詳細につきましては、先方との細かい話もありますので、詳細は差泉田晴平企画振興課長

し控えさせていただきます。私のほうからは今の状況、今後の見通し等の考え方について伺ったと

ころであり、町としても交通空白と言われる夜間とか、あるいは休日、こちらのほうの運行が何と

かできないものかというようなお願いをしたところであります。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 先ほどの答弁で、では民間がやらなければしんちゃんＧＯがやるのかというこ10番井上和文議員

とになると、それこそ莫大な経費がかかるわけですから、その辺の課題をどう解決されようとして

いますか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 平日の日中につきましては、しんちゃんＧＯで充分にカバーできていると泉田晴平企画振興課長

考えております。ただ、一番の課題は夜間とか休日への確保と思っておりますので、そこは基本的

には民間のタクシー会社、タクシー事業としてカバーをしていただきたいというのが一番でありま

す。ただ、タクシー事業者の意向、考え方もありますので、そこはまた今後とも詰めながら、どの

ような方策というか、具体的にどう対策を講じなければいけないかというのはその都度大きな課題

として詰めていきたいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 連絡、連携をしながらいろんな、しんちゃんＧＯの運行条件にいろいろ駅にい10番井上和文議員

てもらいたいとか、タクシーの営業距離というのは新地から鹿島まであるそうなのですけれども、

なかなかタクシー業界の問題もあるのでしょうから、一概には言えませんが、できることならばや

っぱり今までの業者がそういったことの意味を包含していただいて、町全体の公共交通に寄与して

いこうというような方向が望ましいのかなと思いますが、この辺での町としてのきちっとしたよう

な方針といいますか、スタンスでやっぱり対峙してもらうといいのかなと思うのです。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 そのような考え方、認識を持っておりますし、今後もそのようなことで取泉田晴平企画振興課長

り組みを強化してまいりたいと考えております。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 いち早い対応をできるように企画全体で相談して、対応していただければと思10番井上和文議員

います。

次に移ります。商工会が運営していただいております。小高の町なかタクシー、デマンドタクシ
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ーを参考に、買い物の利便性を高めるということで、これを参考に始まったわけで、ドア・ツー・

ドアで非常に好評を博しているのですが、やはり地元の商工業の振興につながってほしいという思

いもございます。ただ、一方では今駅前の商店街ができてくるわけですけれども、やっぱり町全体

の商業が活性化してこないと、賑わいというものも出てこないと思うのです。賑わいづくり検討委

員会というのがありますけれども、このしんちゃんＧＯと賑わいづくりの中の議論というのはどん

な議論がありましたか。

〇 加藤伸二都市計画課長。菊地正文議長

〇 ただいま昨年度創設しました賑わい創出検討委員会での議論ということで加藤伸二都市計画課長

ございますけれども、議論の内容としましては駅前でのイベント関係、さらにはそういった施設の

管理関係についての議論が中心となってございます。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 賑わいをつくるためにも、やはり駅前のみならず町全体の商業が発展していか10番井上和文議員

ないといけないと思っています。どうしても新地の商業、特に工業は伸びているというふうに感じ

ますが、商店が何かどんどん少なくなってきている感じがございます。やっぱり企画サイドとして

今賑わいづくりの中で、もっと地元の商業を発展させようと、こういったような取り組み方、支援

策、そしてそれを一緒に商工会の方々と議論をしていくと、こういったことがやっぱり大事な課題

ではないかと思っていますが、この辺についてはどのような流れで来ていますか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

〇 しんちゃんＧＯの運行の目的、そして商工会が実際に運行している大きな泉田晴平企画振興課長

目的は、やはり地域商業の活性化、振興ということでありますので、そこに立ち返りながら、商工

会との連携、そして特に商業部会、あるいはサービス部会、こちらとも定期的に意見交換などもし

ておりますので、どうやったらこのしんちゃんＧＯを通して商業の活性化が再度図られるのかとい

うのは、具体的に商工会ときちっと議論を深めながら対策、こちらをうたっていきたいと考えてお

ります。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 では最後に、今後の方向に行きます。10番井上和文議員

今後ともしんちゃんＧＯを中心に取り組んでいくということでございました。前段申し上げまし

たいわゆる地方公共交通の目的である地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保、活力ある

都市活動の実現、観光その他の地域間の交流の促進並びに交通に係る環境への負荷の低減、この辺

はエコカーを走らせろみたいなことなのだろうかなとは思いますが、ただ走らせればいいというこ

とではなくて、この公共交通、町も財源を提供してやっていく、もちろんこれはもうけるためにや

っているわけではなくて、地域の活性化のために、今言ったような目的のために公共交通があるの
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だと、それが交流とか賑わいとかの一助になっていくと、商業の発展につながっていくというよう

なことに絞って、やはりもう少しそこの辺の今後の、地域交通対策会議をやっぱり早期に開いても

、 、らって この辺での課題を整理をして次のステップに進んでいくべきではなかろうかと思いますが

この辺いかがですか。

〇 泉田晴平企画振興課長。菊地正文議長

、 、〇 今後の町の地域公共の方向性でありますけれども まずはしんちゃんＧＯ泉田晴平企画振興課長

こちらが基本だと考えておりますし、こちらで町内、コンパクトな町域でありますので、非常に有

効な、効率的な運行システムと考えております。ただ、利用の仕方とか、あるいは町外からの来訪

者、こちらにつきましては、やはり運行委員会を通してさまざまな改善は必要かなと思っておりま

す。したがいまして、今後いろんな人の動き、こちら側の駅周辺のさまざまな整備事業によりまし

て変わってくるということも予測しておりますので、こちらにいち早く対応できるような、そうい

うような考え方のもとに方針をきちっと立て、商工会と連携を図りながら、第一義的にはみずから

交通手段を持たない方々の移動手段の確保、そして地域の商業の活性化というものを改めて今後も

実証していくというふうに考えております。ただ、交通空白の時間帯、こちらがやっぱり生じるよ

うなことも今後懸念されますので、そこはしんちゃんＧＯ以外の交通手段、例えばそれは民間のタ

クシー業になるわけでありますけれども、こちらをきちっと確保していかなければいけないという

のが喫緊の課題と考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 いずれにしても、今の答弁に基づきながら駅前に配置をする、あるいは改めた10番井上和文議員

運行の計画をしっかりとつくって、充実した継続的な運行体制になるように、課題をやっぱり解決

。 。を急いでほしいと思っております これもぜひその辺の検討の中で進めていただければと思います

次、保育所の建てかえ問題に移ります。答弁の中で、30年で大規模改修をやる、60年で建てかえ

をやるということでした。建築基準法で鉄骨、鉄筋コンクリートだとそういうことで60年まで大丈

夫だということであるのだろうと思いますけれども、子ども・子育て支援事業計画の中にその辺を

きちっとうたうのだろうけれども、いわゆる大規模改修については先ほどその保育所のそれぞれの

建築年度のこともお話ししましたけれども、どのようにお考えですか。

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長

〇 大規模改修については、国のほうが長寿命化利用ということで、適宜大事に至大堀勝文町民課長

らない程度の補修のほかに、今回駒ケ嶺保育所につきましてはテラスの改修工事ということで補正

予算のほうに計上させていただきましたが、施設の延命を図るような形で、60年をさらに利用でき

るような工事を図ってまいりたいと思っております。

以上です。
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〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 駒ケ嶺はテラスを改修すればあとは60年いくという答弁でしたが、新地保育所10番井上和文議員

と、福田は鉄骨づくりなのですね。しかも、38年、40年近くたっているのですが、特に今回福田が

耐震で設計屋さんのあれで、窓がこちらにあって強度的に弱いと、バッテンが入っていないみたい

、 。なこともあるのだろうかと思いますが この辺での関係はどのように考えていらっしゃるのですか

福田と新地と両方。

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長

〇 福田保育所の耐震の件につきましては、施設の構造上旧耐震基準のもとに建築大堀勝文町民課長

された建築物であります。施設の南側、それから乳幼児を保育している部屋につきましては、東側

と南側がほぼサッシになっているところでありまして、そこで鉄骨のブレースと言われるものなの

ですけれども、こちらの構造が当時の耐震基準ではもっていたようなのですけれども、新しい55年

以降の基準につきましては強度が保てないというようなことでシミュレーションを、机上でありま

すけれども、していただいた中でそのようなお話をいただいたものですから、今後につきましては

さらなるしっかりとした調査をした上で、改築、改修になるのか、その辺を検討しながらやってい

きたいというところであります。新地保育所については、新基準の耐震基準の中建築されたもので

あり、この分につきましては大規模改修という形の中で対応を図って、施設の延命を図って利用し

ていきたいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 今回は福田が図面を見てこれは危ないと設計者が言ったというような話ですけ10番井上和文議員

れども、やはりしっかり予算をとって耐震の調査をして、だめなら、耐震工事といっても結局ブレ

ースを入れるみたいな形になるのかなとは思いますが、どういったことになるのかということもや

っぱり急いでやらなくてはならぬのだろうと思います。今回私質問全体が震災の関係でいろんなこ

とができてくるよと、地域の足も学校現場も保育所もやっぱり震災で突然大きなことになって、被

害が出ないためにどうするのかと、この観点で質問しております。ですから、それは急ぐべきだろ

うと思います。補正をとっても何でも。本当に危ないのであれば、これは駒ケ嶺公民館ではないけ

れども、使用禁止になりますから、今でさえ待機児童問題になっているから、まさにそこを本当に

充分にそこら辺をしっかり建物をきちっと精査をしないとやはりこの待機児童問題がまた出てくる

という問題になりますから、いろんなことをやっぱり先の先まで見通してすぐ対処してほしいなと

思っています。

あともう一つは、新地保育所、壁穴あけて、とにかく待機児童ゼロ歳児を解消すると。お話によ

ると、ゼロ歳児全体で14人いたけれども、ゼロ歳が誕生日を迎えて１歳児に移行したので、今３人

、 。 。になっているやに伺っていますが また入ってきますよね そこら辺の状況もしっかり見ておくと
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来年だけでなく、その次の再来年の状況も見ながら見なくてはならないのですが、この辺の調査は

どうなっていますか。今の答弁ともあわせて。

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長

〇 新地保育所の待機児童の分につきましては、今生まれた子どもたちの数等を調大堀勝文町民課長

、 、査しながら 正式にはこの秋からまた次年度に向けた受け入れの申し込みが始まるのですけれども

その中で保育士の受け入れられる、対応できる数にも限りがありますので、そういったのを見なが

らやってまいりたいと思いますし、さらにその先の年につきましては、いろんな人口の推計とか、

そういったものを平成32年度から新たな第２期の子育て支援事業計画を策定する予定でおりますの

で、その中で行ってまいりたいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 もう一点、議会でも示されましたからあえてお聞きしますが、壁に穴をあける10番井上和文議員

と。それで、現場見ましたけれども、鉄筋コンクリートづくりですから、耐性壁というのですか、

耐震壁というのですか、要するにそこで震度をもたせているというのか、意味合いが私専門外だか

らわかりませんけれども、あるのだろうと思います。急遽そういう形でやろうということですが、

やはりきちっと建築の専門家を入れながら、地震でこっちに来たら結局潰れてしまったのではお話

になりませんから、科学的な知見を充分に入れながら、しっかりとした現場の保育士さんの意見も

入れながら設計をして施工してもらいたいと思いますが。

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長

〇 具体的に新地保育所の壁の一部を取り壊ししてほふく室に改修する分につきま大堀勝文町民課長

しては、設計のほうに携わってこられた設計業者のほうに参考意見という形で、机上ではあります

けれども、一部除いた分についてのシミュレーションを行っていただきました。基準値は下回らな

いという確認はできておるのですが、なお工事をしていく中で安全の確認はしていかなければなら

ないと思っています。耐震の診断を改めて行うとともに、判定のほうを受けて、安全な施設利用に

努めてまいりたいと思っております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 今答弁で机上で計算してもらっているという話ありましたが、37年たっている10番井上和文議員

のに、一応現場に来てもらって、現場をよく見てもらって、それでやっぱり子どもを見るのは保育

士さんですから、もちろんこの部屋にも保育士さんがいる、こっちの部屋にもいるのでしょうけれ

、 。ども 行ったり来たりするのにどの程度のあれが必要なのかとかいろいろあるのだろうと思います

、 。 。そういった意味で 特に現場主義でやっぱり物事を進めてほしいと思います その辺お願いします

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長
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〇 今ほど机上でと申し上げたのですけれども、一応現地を見ていただいた上で、大堀勝文町民課長

あと数字等を電子計算機のほうで確認をしていただきながら、判定といいますか、参考資料をいた

だいたというところであります。

なお、実際どの程度の間口が必要かとか、そういったものについては、ご指摘いただいたとおり

担当する所長と保育士とともに打ち合わせを繰り返しながら、円滑なゼロ歳児の受け入れができる

ように行ってまいりたいと思っております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 建てかえ問題ですが、本当は震災で、福田などは震災のあのときにきちっと調10番井上和文議員

査をして、耐震とか災害対策でやればよかったのかななんてちょっと思ったのですが、あのころは

そんなことを言っておられない状況もあったということもありました。この財源、今地方交付税に

半分算定して、残りは借金だと、一般財源もかかるよということになりますけれども、基本的には

今急遽やらなくてはならぬのが新地と福田のあれをどうするかということなのだろうと思います。

この点での、町民課でこの辺の財政計画を考えるのか、総務課で考えるのかちょっとわかりません

けれども、双方連携をしながら、やっぱり両方とも急ぐ課題なのではないかと思いますが、この財

政計画はどのような考え方ですか。

〇 岡崎利光総務課長。菊地正文議長

〇 それでは、財政計画の部分であります。先ほど町民課長答弁申し岡崎利光総務課長兼会計管理者

上げましたとおり、まずは建てかえなのか、改築なのかといった部分があろうかと思います。例え

ば建てかえになった場合でございますけれども、今時点での国庫補助制度、これまで２分の１施設

整備はあったのですが、三位一体の改革によりまして廃止となったということでございます。そう

いった中で、一般財源の施設整備事業という部分がこの国庫補助相当に該当する部分での起債の借

り上げとなります。その部分に関しましては、元利償還金が地方交付税に算入されるという意味合

いからいたしまして、そういった有利な財源がいかに、どのように、どの部分であるのかというの

を検討しながら、町の財政負担とならないような将来計画を立てながら結びつけて、また見つけて

いきたいと思っております。

また、先ほどの改修の部分でありますけれども、こちらの部分に関しましても起債の中で公共施

設の快適化といった補助メニューはありませんが、起債メニューの中では地方交付税措置ができる

ものがあります。そういった部分に関しまして、県の財政課と協議をしまして、有利な方向で持っ

ていきたいと考えております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 あとは人の配置問題なのです。これも各学校に行って応募をかけたり、あるい10番井上和文議員
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は臨時の元保育士さんに声をかけたりということがいろいろ言われております。やはり全国でもこ

の待機児童 あるいは保育士の給料 これは民間なのでしょうけれども 普通の業種から見ると10万、 、 、

円ぐらい安いそうなのです。やっぱり賃金の引き上げ、町としても8,000円でしたっけか、上げた

経緯もありましたけれども、この辺もきちっと今後状況を見ながら見直していくということなのだ

ろうと思います。正職員ばかり５人も10人もとれないのだろうと思います。だけれども、臨時でや

ってくださいだけでもなかなかこれは集まらないのだろうと思います。やっぱり嘱託、二十何人の

うち４人が今嘱託ですか、嘱託化とか、あるいは32年度に臨時職員のボーナスが出るとか、交通費

が出るとかというような改正が行われるようですけれども、これもできることなれば前倒しで取り

組むのも町の姿勢としてもありなのかなとも思いますけれども、この辺も含めてやっぱり保育士確

保に取り組むというようなことが大事なのではないかと思います。

〇 大堀勝文町民課長。菊地正文議長

〇 臨時保育士の確保につきましては、その前に正職員の確保について先ほど井上大堀勝文町民課長

議員のほうからもお話がありましたように、各養成施設のほうを回りつつ、ぜひ新地町へというこ

、 、とでの働きかけは行っているところであり 臨時保育士につきましても潜在保育士の発掘をしつつ

わかった段階でお話を持っていって、ぜひご協力いただきたいなんていう話もしながらこれまで確

保に努めてきたところです。賃金が低いというところの話につきましては、ほかの近隣市町村を参

、 、 。考にしつつ 確認しながら 今後総務課とも話し合いながら検討してまいりたいと思っております

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 それでは、そういうことで進めてください。10番井上和文議員

最後に、教育行政、通学路の関係であります。総点検をしたと。それで、近々にもまた改めてや

ると。最初やったのは目視ということなのですか、それでやったということなのですが、いわゆる

建築基準施行令以前のあれがどうだったのか。公共施設的には通学路いろいろ総延長何キロあるの

だかちょっとわかりませんが、子どもたちが歩いてくるところに公共施設のみならず民間の塀とか

いっぱいありますよね。その中で、いわゆる71年以前の塀というのは、鉄筋とか入っていないよう

な、そういうのはあったのか、なかったのか、この辺の状況についてちょっとご説明ください。

〇 佐藤茂文教育総務課長。菊地正文議長

〇 先ほど答弁した部分で、点検を実施したということでお話ししております佐藤茂文教育総務課長

が、こちらについては公共施設、学校の施設の中でそういったものがあるかということでの調査を

やりました。福田小学校に１箇所ということで、こちらは卒業記念で設置されました野球のボール

をぶつけるブロックの構造物で、こちらが非常に危険であると判断しまして、今現在についてはそ

こに近寄れないようにバリケードを築き寄れないように対策をしておりまして、撤去を考えており

ます。
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以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 子どもたち通学路を歩いてくるのですが、そこの通学路を歩いてくる中で、こ10番井上和文議員

れは大丈夫だろう、これはちょっとあれだとかという、その辺の点検はやっていないのですか。学

校とかしかやっていないのですか。

〇 佐藤茂文教育総務課長。菊地正文議長

〇 こちらも通学路の部分につきましては、先ほどの答弁にもありましたよう佐藤茂文教育総務課長

に、防犯面、あと交通安全関係、そして危険ブロック箇所ということで、今現在学校からそういっ

た場所はありますかという調査をして、結果報告をいただいております。そして、それをもとに合

同点検をこれから実施する予定となっております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 問題は、都市計画課でチラシを広報か何かに出したように記憶をしております10番井上和文議員

が、ブロック塀の安全対策、このチェックポイントをそれぞれやってくださいよということで、こ

のチラシを見られた方どのぐらいいるかわかりませんけれども 今2.2メートルとか 塀の高さ3.4メ、 、

ートルごとに控え壁をつくるのだよみたいになっているのですが、肝心なことはやはり子どもたち

が歩く通学路のここら辺危ないのではないかとか、ちょっと心配だなと、道路が狭いから、あそこ

から離れて道路の真ん中歩けというわけにもいかないのだけれども、これはしっかりやっぱりつか

む必要があるのだろうと。この調査というのは建設課のほうにも来ているみたいですけれども、双

方連携をしてその辺をしっかりつかんで、民間ですから、それ壊せとか直せと言われてもなかなか

難しい課題が、補助金でもなければだめなのですけれども、今国が事務連絡をして、ブロック塀撤

去支援に使える交付金を通知しているということのようです。防災・安全交付金の効果促進事業を

対象とすることが可能だと。防災・安全交付金の活用でこのブロック塀との安全対策事業が示され

ているのですけれども、住宅・建築物安全ストック形成事業ということで、市町村の場合は県を通

じて交付申請するとなっていますが、これ自治体負担が２分の１に軽減するということもあるよう

です。ただ、条例みたいなのをつくらないとこれもなかなか難しいようなのですけれども、県もい

ろいろ調査をして民間への補助事業もつくるような動きになっているようなのですが、この辺につ

いては何か情報は入っているのでしょうか。

〇 井上議員、残り１分です。菊地正文議長

佐藤茂文教育総務課長。

〇 先ほど井上議員のおっしゃった防災関係の交付金につきましては、把握は佐藤茂文教育総務課長

しておりませんでした。今度実施します緊急点検、その中で関係部署を集めておりまして、そこで

危険箇所を点検するという話をしましたが、その後その危険箇所についてどのような対策ができる
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かということで今後協議していきたいと思います。そのときにも情報は共有していきたいと思いま

す。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。菊地正文議長

〇 いずれにしても、今回の質問の課題はやはり震災がいつ起きるかわからないと10番井上和文議員

いう課題です。できることはすぐやる、できないことは時間がかかるということはありますけれど

も、そういった点で子どもたちの命を守ると、これをやっぱり第一義的に捉えてやってほしいなと

思います。それで、あとは民間に対する補助も県としっかり連携をとって、県だけでなくて県と町

の補助メニューで対応するみたいなことになってくるのだろうと。宮城県なんかは結構やっている

ようですけれども、そういったことで安全、安心な通学路を形成してほしいと思います。

、 、 、最後 子どもの貧困にもかかわるのですが 今事前に支給するという答弁も出たのですけれども

やっぱりそういった子どもたちに心配をさせない、教育の場でお互いに平等で、何の心配もなく勉

強してほしいということが大事だと思っています。

〇 井上議員、時間終わりました。菊地正文議長

〇 この辺の答弁を聞いて終わります。10番井上和文議員

〇 佐藤茂文教育総務課長。菊地正文議長

〇 今回の答弁でも申し上げましたように、適切な時期に支給できるように今佐藤茂文教育総務課長

後進めてまいります。

以上です。

〇 これで10番、井上和文議員の一般質問を終わります。菊地正文議長

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。菊地正文議長

これで散会いたします。

ご苦労さまでした。

午前１１時３７分 散 会
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。菊地正文議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎日程の追加

〇 次に、議事日程はお手元に配付のとおりでありますが、町長から追加議案２件の提菊地正文議長

出がありました。

お諮りします。これを日程に追加したいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、追加議案２件を日程に追加することに決定しました。

ここで変更議事日程配付のため、暫時休議をいたします。

午前１０時０１分 休 憩

午前１０時０２分 再 開

〇 それでは、再開をいたします。菊地正文議長

◎議案の報告上程

〇 追加日程第１ 議案の報告上程については ただいま町長から提出された議案第78号菊地正文議長 、 、

及び議案第79号を上程します。

◎提案者の説明

〇 追加日程第２、町長に提案理由の説明を求めます。菊地正文議長

加藤憲郎町長。

〔加藤憲郎町長登壇〕

〇 議案の説明に先立ちまして、９月６日の未明に発生しました平成30年北海道胆振東加藤憲郎町長

部地震では、震度７と規模の大きなもので、人的被害をはじめ、家屋の倒壊など甚大な被害が発生

し、北海道全域にわたる295万戸の停電や液状化現象による道路の寸断、35市町村で３万戸の断水

が発生しております。今後の余震に充分な注意を払っていただくとともに、被災地の一日も早い復

旧、復興を願うものであります。町も今後情報収集に努め、関係機関と連携を図りながら、できる

限りの支援を行ってまいりたいと考えております。

続きまして、本日追加提案いたしました議案について説明申し上げます。
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議案第78号 新地町監査委員の選任につきましては、識見を有する監査委員の任期が平成30年９

月30日で満了となるので、新たに新地町大字福田字山ノ上46番地、横山薫氏を適任者として選任し

たいので、地方自治法第196条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。

次に、議案第79号 釣師防災緑地整備工事（その８）請負契約につきましては、防災緑地の植栽

整備を行うため、８月９日の公募型プロポーザルの実施により９月５日に決定を付した結果、有限

会社伊具緑化福島営業所長、北沼克則が１億947万9,600円で落札しましたので、請負契約を締結す

るため、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

以上、追加議案についてご説明申し上げましたので、よろしくご審議の上、御議決を賜りますよ

うお願いいたします。

〇 提案理由の説明が終わりました。菊地正文議長

ここで暫時休憩をいたします。

午前１０時０５分 休 憩

午前１１時００分 再 開

〇 再開いたします。菊地正文議長

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第７８号の質疑、採決

〇 追加日程第３、議案第78号 新地町監査委員の選任についてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから議案第78号についてを採決いたします。

この採決は無記名投票により行います。

議場の出入り口を閉鎖させます。

〔議場閉鎖〕

〇 ただいまの出席議員数は、議長を除いて11名であります。菊地正文議長

次に、立会人を指名します。会議規則第32条第２項の規定によって、立会人に８番、森一馬議員

及び９番、鈴木利議員を指名いたします。

投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

〇 念のため申し上げます。本案に同意することについて賛成の方は賛成と、反対の方菊地正文議長
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は反対と記載願います。

投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 配付漏れなしと認めます。菊地正文議長

投票箱を点検させます。

〔投票箱点検〕

〇 異状なしと認めます。菊地正文議長

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次投票を願います。

〔投 票〕

〇 投票漏れはありませんか。菊地正文議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 投票漏れなしと認めます。菊地正文議長

投票を終わります。

開票を行います。８番、森一馬議員、９番、鈴木利議員の開票立ち会いをお願いします。

〔開 票〕

〇 投票の結果を報告します。菊地正文議長

投票総数 １１票

有効投票 １１票

無効投票 零票

有効投票のうち

賛 成 １１票

反 対 零票

以上のとおり全員賛成であります。

したがって、議案第78号 新地町監査委員の選任については、同意することに決定しました。

議場の出入り口を開きます。

〔議場開鎖〕

〇 監査委員入室のため、ここで暫時休議いたします。菊地正文議長

午前１１時１０分 休 憩

午前１１時１１分 再 開

〇 再開いたします。菊地正文議長
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休憩前に引き続き会議を開きます。

◎監査委員挨拶

〇 ここで、ただいま新地町監査委員の選任ついて同意することに決定した横山薫氏に菊地正文議長

挨拶をお願いいたします。

〔横山 薫監査委員登壇〕

〇 大変貴重な時間をいただき、まことにありがとうございます。町長様より任命横山 薫監査委員

され、議会の皆様の同意を得て監査委員になりました横山薫です。よろしくお願いします。

監査委員という重大な使命に身が引き締まる思いがしております。今後公平、公正な監査をして

いきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

なお、新地町においては、2021年に町制施行50周年を迎えます。私も昭和45年のときは中学生で

ありました。非常に町政に対してわくわくした思い出があります。なお、ことしは３村合併65周年

。 。という節目の年であります この年に私が監査できるということは非常に光栄だと思っております

今後も皆様のご指導、ご鞭撻のもとしっかり監査しますので、よろしくお願いします。

〇 ありがとうございました。監査業務については、よろしくお願いいたします。菊地正文議長

ここで暫時休議いたします。

〔横山 薫監査委員退場〕

午前１１時１３分 休 憩

午前１１時１４分 再 開

〇 再開いたします。菊地正文議長

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第５７号の質疑、討論、採決

〇 日程第１、議案第57号 新地町税条例の一部を改正する条例についてを議題としま菊地正文議長

す。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第57号についてを採決いたします。
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第57号 新地町税条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決さ

れました。

◎議案第５８号の質疑、討論、採決

〇 日程第２、議案第58号 新地町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を菊地正文議長

改正する条例についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第58号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第58号 新地町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決されました。

◎議案第５９号の質疑、討論、採決

〇 日程第３、議案第59号 駒ケ嶺公民館敷地造成工事請負契約についてを議題としま菊地正文議長

す。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第59号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
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〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第59号 駒ケ嶺公民館敷地造成工事請負契約については、原案のとおり可決さ

れました。

◎議案第６０号の質疑、討論、採決

〇 日程第４、議案第60号 新地駅周辺エネルギーシステム整備工事請負変更契約につ菊地正文議長

いてを議題とします。

これから質疑を行います。

10番、井上和文議員。

〇 今回7,694万円を増額して10億7,432万円への変更でございます。変更理由の中10番井上和文議員

で、いわゆる供給能力を増加させるということでございます。１本の管から、タコ足にするとか、

ループの絶縁があるとかいろんなことが出ていますが、いわゆる供給能力をふやしていくと。ご案

内のように、今回北海道地震でブラックアウト、電源喪失という問題が起きました。エネルギーセ

ンターそのものは蓄電システムなども備えて、そういった緊急の事態に備えるという説明もあった

やに聞いておりますが、関連施設、自営線のループの範囲だけでもそういった電源、仮に東北電力

が緊急の場合に、なくても今回の増強、こういったことで何日ぐらい維持、もつのかと。ずっとガ

スが供給される限りは発電するから、ある程度はいくという見通しでいいのかどうなのか。もちろ

んガスが供給されなければあれなのですが、この変更工事の中で全体のパイとしてどういったポテ

ンシャルを持っているのか、この辺についてお聞かせいただければと思います。

〇 加藤伸二都市計画課長。菊地正文議長

〇 ただいまの自営線の関係でございますけれども、今回の工事につきまして加藤伸二都市計画課長

はループ化ということで、仮に一部断線したとしましてもループ化することで、反対側から電源が

供給されるというふうな形になってございます。

なお、質問にあったとおり、ＬＮＧの供給がとまらない限りエネルギーセンターの稼働は続きま

すので、そういった意味では周辺の電源がストップするということはないというふうに考えてござ

います。

〇 ほかに。菊地正文議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長
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これから議案第60号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第60号 新地駅周辺エネルギーシステム整備工事請負変更契約については、原

案のとおり可決されました。

◎議案第７９号の質疑、討論、採決

〇 追加日程第４、議案第79号 釣師防災緑地整備工事（その８）請負契約についてを菊地正文議長

議題とします。

これから質疑を行います。

２番、吉田博議員。

〇 今般の新地防災緑地の整備工事請負契約は、プロポーザル方式と聞いておりま２番吉田 博議員

す。当町では、主に指名競争入札制度をとってきたところでありますけれども、今回はプロポーザ

ル方式となっておりますが、これがプロポーザルになった理由、それから何者が応募して、何者が

プレゼンを行ったのかをまずお伺いしたいと思います。

〇 小野好生復興推進課長。菊地正文議長

〇 それでは、お答えいたします。小野好生復興推進課長

まず、１点であります。プロポーザル方式、提案型を採用した理由であります。プロポーザルの

メリットとしまして、一般的に施工者の創造性、技術力、経験などをプレゼンテーションなるもの

により把握できるというのが１つあります。２つ目として、より質の高い計画に持っていけるとい

うところがあります。３つ目としましては、発注者の意向というものをよく理解したものを選定で

きるということがあります。もちろんデメリットもございまして、手続に時間を要するというデメ

リットもあります。ですが、今回の釣師防災緑地のその８工事につきましては、東日本大震災を受

けまして、18ヘクタールという広大な緑地公園をつくるに当たりまして、デメリットよりもプロポ

ーザルの持っているメリットでもって町の意向であるとか、専門業者の工夫などをプレゼンテーシ

ョンによって提案をしていただきまして、そこを充分に考慮をして事業者を決めるというところが

最重要であるというふうに解しておりまして、それでプロポーザルの公募型を採用したところでご

ざいます。

２点目の会社の応募の数ですが、説明会の段階では５者説明会に来ていただきましたが、最終的

な応募総数は３者でございます。

以上でございます。

〇 ２番、吉田博議員。菊地正文議長
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〇 ３者のプレゼンテーションがあったというようなことでありまして、最終的に２番吉田 博議員

はそれは当然町長が決定することと思いますが、当然審査があると思うのですけれども、その応募

した会社についての説明を受ける、そして審査する、そして決定というような段階になると思いま

すけれども、その審査はどのような方法で行ったのかお伺いいたします。

〇 小野好生復興推進課長。菊地正文議長

〇 お答えいたします。小野好生復興推進課長

審査につきましては、６名の審査委員によりまして審査を行っております。その基準につきまし

ては、審査の項目、評価基準、配点表という全員協議会のほうで配付させていただきましたその基

準によりまして、絶対評価による採点方式をとりまして、最高得点を獲得した業者が施工予定者と

いうことで選定をしております。今回のプロポーザルにつきましては、最低の点数を60点としてお

りますので、60点未満になった業者についてはその時点で失格者となります。

以上でございます。

〇 ２番、吉田博議員。菊地正文議長

〇 それでは、最終審査に当たって点数制で決めたというような話でありますが、２番吉田 博議員

審査委員のその選考基準というのですか、そういったものは町に基準として規定、規約というよう

、 、 、なものがあるのかどうか それと今回の審査委員は６名ということでありますが どういった職種

あるいは町民の方々なのかというようなこと、それをお聞きしたいということと、今回業者が決定

しました。過去にその完成した、名前は大戸と富倉の橋なのですけれども、これ完成１年以内に陥

没したというようなことがありまして、これも町の負担になる。今回の工事を請け負った植栽が、

私これ大変重要なことだと思うのですけれども、生き物ですから、これに対しての保証というよう

なものはどのような担保がなされているのかお伺いいたしたいと思います。

〇 小野好生復興推進課長。菊地正文議長

〇 まず、審査委員の職種であります。審査委員につきましては、役場の課長小野好生復興推進課長

職にある者にお願いをしております。委員長につきましては副町長にお願いしておりますが、その

選考基準といったものは特には町では定めておりません。その都度工事の内容によりまして技術系

の課長とか、あとは町民とより深くかかわっている課の課長さんとか、そういう随時その内容に合

わせまして選定をしているところでありまして、基準というものはございません。

２点目の瑕疵のについてお答えします。生き物の保証ということでご質問だと思いますが、まず

今回施工する植栽工というのは当然生き物でございまして、まず業者の瑕疵による保証というのは

工事請負契約約款の中で１年ということで定められております。瑕疵があった場合です。瑕疵がな

い場合は、このプロポーザルの条件にも付しておりますが、保険に入ることというものを付してお

。 、 。ります 瑕疵がない場合その保険によりまして 引き渡し後１年間の保証がそこでついております

以上でございます。
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〇 ２番、吉田博議員。菊地正文議長

〇 今答弁の中で審査委員は役場職員の６名の方で行ったというようなことであ２番吉田 博議員

り、そしてまたさらには審査基準というようなものを設けていないということであります。今後や

はり審査基準というのですか、審査委員の基準というようなものをきちっと示して、やはり厳格に

行ったほうがよいのではないかというようなことをご提案申し上げまして終わります。

〇 質問は３回にまとめてください。菊地正文議長

ほかにございませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第79号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第79号 釣師防災緑地整備工事（その８）請負契約については、原案のとおり

可決されました。

◎議案第６１号の質疑、討論、採決

〇 日程第５、議案第61号 字の区域の変更及び画定についてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第61号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第61号 字の区域の変更及び画定については、原案のとおり可決されました。
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◎議案第６２号の質疑、討論、採決

〇 日程第６、議案第62号 町道路線の認定についてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第62号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第62号 町道路線の認定については、原案のとおり可決されました。

◎議案第６３号の質疑、討論、採決

〇 日程第７、議案第63号 町道路線の変更についてを議題とします。菊地正文議長

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第63号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第63号 町道路線の変更については、原案のとおり可決されました。

◎議案第６４号の質疑、討論、採決

〇 日程第８、議案第64号 平成30年度新地町一般会計補正予算（第３号）についてを菊地正文議長

議題とします。

これから質疑を行います。

２番、吉田博議員。
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〇 それでは、質問いたします。２番吉田 博議員

一般会計補正予算の中で、総務費の一般管理費の中で慰霊碑の設置工事が入っておりますけれど

も、前の議会に説明あった中では慰霊碑については宗教色があるというようなことで、町としては

その慰霊碑にかわるモニュメントをつくりたいというような説明があったかと思います。想いの丘

。 、というようなところにモニュメントをつくりたいというような説明があったかと思います それで

今回の慰霊碑の設置を行うのだというような提案でありますが、まずはそのモニュメントを町でつ

くるといったことと今回のその慰霊碑、両方をそこの場所に建てるのかどうかまずお伺いしたいと

思います。

そして、もう一点。これは、議会のほうにも要望書というような形でそれぞれ署名がついて要望

書が届いておりますけれども、町について要望書いっぱいいろんな、これに限らずいっぱい要望書

というようなものが来ますけれども、それをやるかやらないかというのは当然もう町長の意思にあ

ると思うのですけれども、こういった要望書を決定する機関というのですか、内部の決定するため

のその会議というようなものはどのように図られているのかというようなことをお伺いしたいと思

います。

〇 岡崎利光総務課長。菊地正文議長

〇 まず、１点目の設置箇所でございますけれども、想いの丘のほう岡崎利光総務課長兼会計管理者

。 、にモニュメントのほうが当初から建設予定がございました その中の頂上部分でありますけれども

そこに海が見える部分、そして震災地であります部分を眺める部分ができるということであります

ので、同じ想いの丘を予定しているところでございます。

続いて、この慰霊碑設置に対する要望書の関係でございます。こちら議会並びに執行部のほうに

遺族の方、またそれに協賛する方のほうから出されております。そういった中で、町執行部におき

ましてもこの部分におきましていろいろ検討を行っております。そうした中では、先ほど申しまし

たとおり、用地の確保がある部分、そして震災の思いを後世に残しておくアーカイブ的な部分を２

つの形の中で残していくべきであろうと。そして、この慰霊碑の後ろの部分になりますけれども、

ここに関しましては震災遺構の碑文のほうを設けるといったことで統一しておりますので、そちら

のほうで進めてまいりたいと、こう思っております。

以上です。

〇 ２番、吉田博議員。菊地正文議長

〇 先ほども言いましたように、一番最初の想いの丘に建てるそのモニュメントに２番吉田 博議員

ついては、慰霊碑となると宗教色が強いというような話があってモニュメントとなった。今、今回

は両方ともそこにそういうのを建てるというようなことになったその経緯、もう少し詳しくお伺い

したい。

〇 岡崎利光総務課長。菊地正文議長
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。 、〇 この設置に至る経緯でございます モニュメントに関しましては岡崎利光総務課長兼会計管理者

形だけの部分での設置という意味合いを持っております。今回設置します慰霊碑に関しましては、

先ほど申し上げましたとおり、この東日本大震災に対しましての経過的な碑文をつくって、後々の

後世まで残しておくといったものがありました。文字で残すといった部分もありましたので、こう

いった設置の方向で取り決めを決めたということでございます。

以上です。

〇 ２番、吉田博議員。菊地正文議長

〇 私あともう一点前に質問したと思うのですけれども、当然ここのところにこれ２番吉田 博議員

を建てるか、建てないかというのは町長の考えでありますけれども、その前にそれぞれの意見があ

ったと思うのですけれども、そういった意見の中でやはり２つを建てれば当然その管理費というよ

うなことも費用の発生もあると思うし、それからモニュメントは震災復興の交付金みたいなもので

つくる、そして慰霊碑については寄附金でつくるというような、そういうことだと思うのですけれ

ども、寄附金といえどもこれはやっぱり町の中に入れば公金でありますので、そういったことの審

査を充分にやっていただいて、町民が納得できるような、そういった形にしていただきたいと思い

ます。これ要望です。

終わります。

〇 ほかに質問ございますか。菊地正文議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第64号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第64号 平成30年度新地町一般会計補正予算（第３号）については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第６５号の質疑、討論、採決

、 （ ）〇 日程第９ 議案第65号 平成30年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第２号菊地正文議長

についてを議題とします。

これから質疑を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第65号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第65号 平成30年度新地町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

は、原案のとおり可決されました。

◎議案第６６号の質疑、討論、採決

〇 日程第10、議案第66号 平成30年度新地町介護保険特別会計補正予算（第１号）に菊地正文議長

ついてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第66号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第66号 平成30年度新地町介護保険特別会計補正予算（第１号）については、

原案のとおり可決されました。

◎議案第６７号の質疑、討論、採決

〇 日程第11、議案第67号 平成30年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１菊地正文議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「



- 61 -

平成３０年９月定例会

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第67号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第67号 平成30年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第６８号の質疑、討論、採決

〇 日程第12、議案第68号 平成30年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第１菊地正文議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第68号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第68号 平成30年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第６９号の質疑、討論、採決

〇 日程第13、議案第69号 平成30年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第菊地正文議長

１号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長
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これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第69号について採決をいたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第69号 平成30年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いては、原案のとおり可決されました。

◎議案第７０号の質疑、討論、採決

〇 日程第14、議案第70号 平成30年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予菊地正文議長

算（第１号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第70号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

、 （ ）したがって 議案第70号 平成30年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計補正予算 第１号

については、原案のとおり可決されました。

◎議案第７１号～議案第７７号の委員長報告、質疑、討論、採決

〇 日程第15、議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定について、日菊地正文議長

程第16、議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第

17、議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第18、議案

第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第19、議案第

75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 日程第20 議案第76号、 、

平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第21、議案第77号
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平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定についての７件について、一

括議題とします。

議案第71号から議案第77号までの平成29年度決算認定７件について、決算審査特別委員会委員長

に報告を求めます。

遠藤満決算審査特別委員会委員長。

〔遠藤 満決算審査特別委員会委員長登壇〕

〇 それでは、報告いたします。遠藤 満決算審査特別委員会委員長

平成30年９月13日

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

決算審査特別委員会委員長 遠 藤 満

平成29年度新地町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査報告書

議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定について

議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について

本特別委員会に付託を受けた上記の議案は、審査した結果、認定すべきものと決定したので、会

議規則第77条の規定により報告します。

記

□ 審査意見

１．議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定について

○歳入について

歳入決算額は94億9,927万円で前年度比36億4,724万円の減となっているが 町税は21億6,762万、

円で前年度より7,025万円の増となり、固定資産税においては、前年度より6,242万円増の16億

8,456万円で、前年度より3.9％の増となった。さらなる課税客体の把握と財源の確保に努められ

たい。

○歳出について

平成29年度の歳出は 前年度より37億42万円が減少しており 主なものでは 普通建設費で36億、 、 、

4,945万円、積立金で４億5,431万円が減少となった。事故繰越を発生させない取り組みを図られ

たい。

（１）効率的で迅速な事業執行のため、適正な人的配置と職員の健康管理に努められたい。
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（２）障害者雇用促進法の厳正な運用に努められたい。

（３）新地駅周辺市街地復興整備事業は、スピード感ある取り組みを進められたい。

（４）子育て支援の充実と共に、福祉施策の展開に万全を期されたい。

（５）農林水産業の再生と振興を図るため、関係団体と密に連携し、各種事業に取り組みながら担

い手確保に努められたい。

（６）教育課題解決のための人的配置の充実と、史跡整備は計画的に進められたい。

２．議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

町民の健康づくりに努め、医療費の抑制や税の軽減を図られたい。

３．議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

介護予防事業をより一層進め、介護保険料の軽減を図られたい。

４．議案第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

特に意見を付する事項がない。

５．議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

施設の効率的な維持管理に努められたい。

６．議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

施設の効率的な維持管理に努められたい。

７．議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について

適切な管理に努め、早急な企業誘致を図られたい。

以上です。

〇 休議します。菊地正文議長

午前１１時５０分 休 憩

午前１１時５１分 再 開

〇 確認事項が了解したようですので、再開をします。菊地正文議長

決算審査特別委員会委員長の報告が終わりました。

これから委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

討論、採決は各議案ごとに行います。

初めに、議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定についての討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第71号についてを採決いたします。
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お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第71号 平成29年度新地町一般会計歳入歳出決算認定については、委員長報告

のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についての討論を

行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第72号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

、 、したがって 議案第72号 平成29年度新地町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については

委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についての討論を行い

ます。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第73号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第73号 平成29年度新地町介護保険特別会計歳入歳出決算認定については、委

員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についての討論

を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第74号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第74号 平成29年度新地町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についての討論

を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第75号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第75号 平成29年度新地町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についての討

論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第76号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第76号 平成29年度新地町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい
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ては、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

次に、議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。菊地正文議長

これから議案第77号についてを採決いたします。

お諮りします。この決算に対する決算審査特別委員会委員長の報告は認定すべきとするものであ

ります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、議案第77号 平成29年度新地町新地南工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定

については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。

◎議員派遣の件について

〇 日程第22、議員派遣の件についてを議題とします。菊地正文議長

地方自治法第100条第13項及び会議規則第129条の規定により、お手元に配付のとおり２件の議員

派遣があります。

お諮りします。配付日程のとおり議員派遣を決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、10月23日開催の福島県町村議会議員研修会及び10月29日開催の相馬地方市町村議会

議員研修会に議員を派遣することに決定いたしました。

◎請願・陳情審査委員長報告

〇 日程第23、請願・陳情審査委員長報告を議題とします。菊地正文議長

平成30年請願第１号 学校給食費の無料化を求める請願、平成30年請願第２号 県に対し「学校

給食費の無料化を求める意見書」提出についての請願、平成30年請願第３号 国に対し「学校給食

費の無料化を求める意見書」提出についての請願及び平成30年陳情第４号 国の「被災児童生徒就

学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出を求める陳情の４

件について、審査結果の報告を求めます。

目黒靜雄総務文教常任委員会委員長。

〔目黒靜雄総務文教常任委員会委員長登壇〕
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〇 それでは、総務文教常任委員会に付託された請願３件と陳情目黒靜雄総務文教常任委員会委員長

１件を報告します。

まず、請願について。

平成30年９月13日

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

総務文教常任委員会委員長 目 黒 靜 雄

請願審査報告書

本委員会は、平成30年９月３日に付託された請願を審査した結果、次のとおり決定したので、会

議規則第94条の規定により報告します。

記、受理番号、平成30年請願第１号。件名、学校給食費の無料化を求める請願。審査結果、採択

です。意見として、執行機関に送付すべきである。

。 、 。 、 「 」２件目 受理番号 平成30年請願第２号 件名 県に対し 学校給食費の無料化を求める意見書

提出についての請願。審査結果、採択です。意見として、意見書として関係機関に送付すべきであ

る。

続きまして、３件目。受理番号、平成30年請願第３号。件名、国に対し「学校給食費の無料化を

求める意見書」提出についての請願。審査結果、採択です。意見、意見書として関係機関に送付す

べきである。

続いて、陳情。

平成30年９月13日

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

総務文教常任委員会委員長 目 黒 靜 雄

陳情審査報告書

本委員会は、平成30年９月３日付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議

規則第94条及び第95条の規定により報告します。

記、受理番号、平成30年陳情第４号。件名、国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被

災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出を求める陳情。審査の結果、採択です。意見、

意見書として関係機関に送付すべきである。

以上です。

〇 議長から提案をしますが、昼食の時間になりましたが、休憩をとらないで議事を続菊地正文議長

けたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 このまま続けます。菊地正文議長

委員長の報告が終わりました。
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これから各請願、陳情ごとに質疑及び採決を行います。

初めに、平成30年請願第１号 学校給食費の無料化を求める請願について、委員長報告に対する

質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから平成30年請願第１号についてを採決いたします。

この請願に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、平成30年請願第１号 学校給食費の無料化を求める請願については、委員長報告の

とおり採択することに決定しました。

次に、平成30年請願第２号 県に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出についての請

願について、委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから平成30年請願第２号についてを採決いたします。

この請願に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、平成30年請願第２号 県に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出につい

ての請願については、委員長報告のとおり採択することに決定しました。

次に、平成30年請願第３号 国に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出についての請

願について、委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから平成30年請願第３号についてを採決いたします。

この請願に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、平成30年請願第３号 国に対し「学校給食費の無料化を求める意見書」提出につい
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ての請願については、委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。

次に、平成30年陳情第４号 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十

分な就学支援を求める意見書の提出を求める陳情について、委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから平成30年陳情第４号についてを採決いたします。

この陳情に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、平成30年陳情第４号 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生

徒の十分な就学支援を求める意見書の提出を求める陳情については、委員長報告のとおり採択する

ことに決定しました。

◎意見書案第２号～意見書案第４号の上程、説明、質疑、採決

〇 日程第24、意見書（案）について議題とします。菊地正文議長

意見書（案）第２号 県に対する学校給食費の無料化を求める意見書、意見書（案）第３号 国

に対する学校給食費の無料化を求める意見書及び意見書（案）第４号 「被災児童生徒就学支援等

事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の３件について、提出者の説明を

求めます。

目黒靜雄総務文教常任委員会委員長。

〔目黒靜雄総務文教常任委員会委員長登壇〕

〇 では、意見書３件をまとめて提案させていただきます。目黒靜雄総務文教常任委員会委員長

意見書（案）第２号

学校給食費の無料化を求める意見書の提出について

地方自治法第99条の規定により、福島県知事に対する意見書を別紙のとおり提出いたします。

平成30年９月13日提出

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

提出者 新地町議会議員 目 黒 靜 雄

賛成者 〃 八 巻 秀 行

〃 〃 遠 藤 満

〃 〃 鈴 木 利

〃 〃 寺 島 浩 文
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〃 〃 三 宅 信 幸

意見書（案）第２号 学校給食費の無料化を求める意見書（案）ということで、以下記載のとお

りでございます。提出先が福島県知事宛てでございます。

２件目。

意見書（案）第３号

学校給食費の無料化を求める意見書の提出について

、 。地方自治法第99条の規定により 内閣総理大臣等に対する意見書を別紙のとおり提出いたします

平成30年９月13日提出

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

提出者 新地町議会議員 目 黒 靜 雄

賛成者 〃 八 巻 秀 行

〃 〃 遠 藤 満

〃 〃 鈴 木 利

〃 〃 寺 島 浩 文

〃 〃 三 宅 信 幸

意見書（案）第３号 学校給食費の無料化を求める意見書（案）ということで、以下記載のとお

りでございます。提出先が内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣宛てでございます。

意見書（案）第４号

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を

求める意見書の提出について

地方自治法第99条の規定により、復興大臣等に対する意見書を別紙のとおり提出いたします。

平成30年９月13日提出

新地町議会議長 菊 地 正 文 様

提出者 新地町議会議員 目 黒 靜 雄

賛成者 〃 八 巻 秀 行

〃 〃 遠 藤 満

〃 〃 鈴 木 利

〃 〃 寺 島 浩 文

〃 〃 三 宅 信 幸

意見書（案）第４号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支

援を求める意見書（案）ということで、以下記載のとおりでございます。提出先が復興大臣、文部

科学大臣、総務大臣、財務大臣宛てでございます。

以上です。
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〇 提出者の説明が終わりました。菊地正文議長

これから各意見書（案）ごとに質疑及び採決を行います。

初めに、意見書（案）第２号 県に対する学校給食費の無料化を求める意見書について、提出者

に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから意見書（案）第２号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、意見書（案）第２号 県に対する学校給食費の無料化を求める意見書については、

原案のとおり可決されました。

次に、意見書（案）第３号 国に対する学校給食費の無料化を求める意見書について、提出者に

対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから意見書（案）第３号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、意見書（案）第３号 国に対する学校給食費の無料化を求める意見書については、

原案のとおり可決されました。

次に、意見書（案）第４号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な

就学支援を求める意見書について、提出者に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。菊地正文議長

これから意見書（案）第４号についてを採決いたします。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、意見書（案）第４号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の

十分な就学支援を求める意見書については、原案のとおり可決されました。
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◎閉会中の所管事務等調査の申し出

〇 日程第25、閉会中の所管事務等調査の申し出の件を議題とします。菊地正文議長

各常任委員会及び議会運営委員会から会議規則第75条の規定によって、お手元に配付した申出書

のとおり閉会中の所管事務等の継続調査の申し出があります。

お諮りします。各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ありません

か。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。菊地正文議長

したがって、各委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎町長の挨拶

〇 以上で提案されました議案の全てが終了しました。菊地正文議長

ここで町長に挨拶を求めます。

加藤憲郎町長。

〔加藤憲郎町長登壇〕

〇 私にとりまして、任期最後の議会となりました。閉会に当たりご挨拶を申し上げま加藤憲郎町長

す。

まず、今９月定例議会ですが、平成29年度の決算審査を特別委員会設置をしていただき、慎重な

審査のもと認定をいただきました。ありがとうございます。また、人事案件や補正予算等について

も可決いただきまして、感謝を申し上げます。

さて、平成14年９月、町長に就任以来４期16年の長きにわたり、議会の皆様、職員の皆様、そし

て町民の皆様に支えていただき、任期を終えることができますことに心から感謝を申し上げます。

振り返ってみますと、１期目は新地町総合計画の実現に向けてスタートしたやさき、国の三位一

体の改革のもと平成の大合併が進められ、当町においても相馬市との任意合併協議会が設置されま

した。その中、広く各地区に出向いて町民の皆様方の意見を聞きましたが、大多数の町民の皆様方

「 」 、 。 、が 今合併はすべきでない との意見を受け 任意合併協議会を解散いたしました 今思いますと

仮にあのとき合併しておりましたら、今の新地町の復興の姿はなかったのではないかなと思ってお

ります。

２期目におきましては、福田小学校の改築問題、あるいは浜保育所の新地保育所との統合が思い

出されます。当時福田小学校の老朽化に伴い、新しく建て直すべく検討を進めておりましたが、新

築するには10億円以上もの借り入れをしないと、それを後世に残していいものか迷っておった時期

に、国の制度で耐震基準を下回る公共建築物に対し耐震補強のための補助制度がつくられ、それを

活用し、福田小学校の大規模改修を決断し、結果東日本大震災の襲来前に完成し、無事子どもたち
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を守ることができたなと思っております。

また、浜保育所も同様で、新地保育所との統合を進めておったときに、浜保育所の保護者会のほ

うからは「何とか浜保育所を存続してほしい」という要望が出されましたが、近い将来宮城県沖地

震の発生も予測され、その場合津波被害も想定されるので、子どもたちの命を守るためだからと、

そういう説得をし、統合を進めました。そして、３期目の就任半年後に東日本大震災が発生し、大

津波により119名の尊い命が奪われました。新地町において、自衛隊の災害派遣要請したのも初め

てのことでした。この難局を「チーム新地」を合い言葉に今日まで町民一体となって復興に取り組

んでまいりました。

あの大震災から７年半が過ぎました。おかげさまで被災者の住宅の再建をはじめ、交通インフラ

の整備、そして企業立地等も進み、何よりも全国的に住民減少の中、新地町は少しずつふえており

ます。総合計画で8,700人の目標に向かって希望の持てるまちづくりの諸条件は整いつつあるとい

うふうに考えております。復興計画の完遂まであと２年はかかると思いますが、議会の皆様におき

ましても新しい大堀町長、私同様にこれからも支えていただき 「やっぱり新地がいいね」と言わ、

れるまちづくりに、そんなまちをつくっていただきたい、こんな思いを持っております。

最後になりますけれども、議会の皆様方の今後ますますご健康でご活躍されますことを祈念し、

、 。そして新地町がますます発展していきますことをご祈念いたしまして 挨拶とさせていただきます

大変お世話になりました。ありがとうございました （拍手）。

◎閉会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。菊地正文議長

閉会に当たり一言ご挨拶を申し上げます。９月３日から本日までの11日間にわたり慎重に審議を

いただき、全議案を議決し、無事閉会の運びとなりましたことに対し、心より厚く御礼を申し上げ

ます。

また、加藤憲郎町長におかれましては、４期16年町政発展にご尽力をいただきましたことに心か

ら感謝を申し上げます。大変ご苦労さまでした。今後は健康に充分留意され、ますますご活躍され

ますことをご祈念いたします。

以上で平成30年第５回新地町議会定例会を閉会といたします。

ご苦労さまでした。

午後 零時２０分 閉 会
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